
２０２４年（令和６年）４月１日（月曜日）全 管 連 ニ ュ ー ス（第三種郵便物認可）第７９１号（　）

イ ン ボ イ ス 制度に つ い て

※インボイスとは、登録番号のほか、一定の事項が記載された請求書や納品書その他これらに類するものをいいます。

国国税税庁庁

◆お問合せ先
消 費 税軽減税率

電話相談センタ ー

国税庁ホームページ

（ h ttp s: //w w w .n ta .g o . jp ）の

「 インボイス制度特設サイト 」

をご覧く ださ い。

詳 し く お 知 り に な り た い 方 は

【 】
【 受付時間】

0120 -20 5-55 3
9： 0 0～17： 0 0（ 土日祝除く ）　

フ リ ー
ダイヤル

登登録録申申請請はは、、 ををごご利利用用いいたただだくく とと

手手続続ががススムムーーズズでですす。。

e-Ta x

29_ 東京交通新聞H98.5mm×W377.5mm

特 設サイト へ

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

イインンボボイイススをを交交付付すするる

事事業業者者とと ななるるににはは

事事前前にに登登録録申申請請がが必必要要でですす！！

事事業業者者のの

みみななささ
ままへへ「 適適 格格 請請 求求 書書 等等 保保 存存 方方 式式 」

( い わゆ る イ ン ボ イ ス 制度 ) が 導入 さ れま す。

令和5 年10 月1日から消費税の仕入税額控除の方式として

専 用 ダ イ ヤ ル

１

◇
今
後
の
主
要
（
関
連
）
行
事
予
定
◇

８
月
１
日
（
土
）
全
管
連
青
年
部
協
議
会
通
常
総
会（
青
森
）

８
月
20
日
（
木
）
第
３
２
３
回
理
事
会

８
月
26
日
（
水
）
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
富
山
）

９
月
16
日
（
水
）
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
高
知
）

10
月
１
日
（
木
）
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
岐
阜
）

年間購読料：2,500円

２０１５年（平成27年）８月１日（土曜日）全 管 連 ニ ュ ー ス（第三種郵便物認可）第６８７号（　）

通
常
総
会
・
全
国
大
会
・
懇
親
会
　
　
　
　
　
３
～
６
面

水
道
整
備
促
進
全
国
決
起
集
会
　
　
　
　
　
　
　
　
２
面

平
成
二
十
七
年
度
登
録
配
管
基
幹
技
能
者
講
習
　
　
５
面

平
成
二
十
七
年
国
土
交
通
大
臣
表
彰
　
　
　
　
　
　
６
面

　　　　　

　　
第55回通常総会　平成2７年度全国大会

―  平成2７年７月８日・宇都宮市　―

４
議
案
を
原
案
ど
お
り
議
決

国
交
省
土
地
・
建
設
産
業
局

　
建
設
市
場
整
備
課
企
画
専
門
官

厚
労
省
健
康
局
水
道
課
長
　
　
　
　

福
田
栃
木
県
知
事

佐
藤
宇
都
宮
市
長
　

川
崎
水
道
議
連
会
長
　
ご
臨
席

国
土
交
通
省
の

仲
嶋
企
画
専
門
官

厚
生
労
働
省
の

宮
崎
水
道
課
長

挨拶を行う大澤会長
　
本
会
の
第
五
十
五
回
通
常

総
会
・
平
成
二
十
七
年
度
全

国
大
会
が
七
月
八
日
に
栃
木

県
宇
都
宮
市
の
ホ
テ
ル
東
日

本
宇
都
宮
に
お
い
て
、
国
土

交
通
省
土
地
・
建
設
産
業
局

建
設
市
場
整
備
課
の
仲
嶋
幹

雄
企
画
専
門
官
、
厚
生
労
働

会
長
に
大
澤
規
郎
氏
を
再
任自民党水道議連

水
道
議
連
会
長
の
川
崎
二
郎

衆
議
院
議
員
・
日
本
水
道
協

会
の
尾
﨑
勝
理
事
長
か
ら
来

賓
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
大
会
議
事
で
は
、
三
つ
の

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
採
択
さ

れ
た
。

　
大
会
終
了
後
、
地
元
主
催

に
よ
る
懇
親
会
で
は
、
宇
都

宮
名
物
で
あ
る
ジ
ャ
ズ
の
生

演
奏
を
楽
し
み
な
が
ら
の
会

食
が
行
わ
れ
た
。

　
翌
九
日
の
ゴ
ル
フ
大
会
、

一
泊
二
日
の
川
治
温
泉
の
記

念
旅
行
に
も
多
数
の
参
加
者

を
数
え
る
な
ど
、
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
で
の
総
会
・
大
会
及

び
関
連
行
事
は
、
全
て
の
行

事
を
滞
り
な
く
終
了
し
た
。

　
本
総
会
・
大
会
等
の
開
催

に
当
た
っ
て
は
、
栃
木
県
管

工
事
業
協
同
組
合
連
合
会
の

黒
澤
会
長
を
は
じ
め
地
元
役

職
員
の
皆
様
並
び
に
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
の
関
係
各
位
に
ご
尽

力
を
頂
い
た
。（
詳
細
は
三

面
か
ら
六
面
に
掲
載
）

省
の
宮
崎
正
信
水
道
課
長
、

福
田
富
一
栃
木
県
知
事
、
佐

藤
栄
一
宇
都
宮
市
長
を
は
じ

め
多
数
の
来
賓
の
方
々
の
臨

席
の
も
と
、
全
国
の
本
会
会

員
団
体
及
び
賛
助
会
員
等
、

約
七
百
名
の
参
加
を
も
っ
て

執
り
行
わ
れ
た
。

　
総
会
に
お
い
て
は
、
四
つ

の
議
案
が
原
案
通
り
議
決
さ

れ
、
第
四
号
議
案
の
役
員
選

挙
の
件
で
は
第
二
十
九
期
の

理
事
九
十
五
名
、
監
事
六
名

が
選
任
さ
れ
た
。

　
新
役
員
に
よ
る
第
三
百
二

十
二
回
理
事
会
に
お
い
て
、

埼
玉
県
管
工
事
業
協
同
組
合

連
合
会
会
長
の
大
澤
規
郎
氏

が
会
長
に
再
任
さ
れ
た
。

　
全
国
大
会
に
お
い
て
は
、

開
催
地
代
表
挨
拶
と
し
て
、

栃
木
県
管
工
事
業
協
同
組
合

連
合
会
の
黒
澤
敏
男
会
長
の

歓
迎
の
挨
拶
、功
労
者
表
彰
、

国
土
交
通
大
臣
・
厚
生
労
働

省
健
康
局
長
・
福
田
栃
木
県

知
事
・
佐
藤
宇
都
宮
市
長
・

水
道
整
備
促
進
全
国
決
起
集
会

水
道
関
係
者
四
百
名
が
出
席

決
議
案
を
採
択
、
厚
労
副
大
臣
へ
手
渡
す

　
自
民
党
の

水
道
事
業
促

進
議
員
連
盟

（
川
崎
二
郎

会
長
）
が
主

催
す
る
「
水

道
整
備
促
進

全
国
決
起
集

平成27年度全国大会　スローガン決議
一、�実効的な災害ネットワークの構築で大規模災害に備えよう
一、�改正品確法で次世代の担い手を育成・確保しよう
一、水道の安心・安全の実現に向けて指定店制度の改善を目指そう

会
」
が
七
月
十
五
日
に
東

京
・
永
田
町
の
衆
議
院
第
一

議
員
会
館
で
開
催
さ
れ
、
平

成
二
十
八
年
度
水
道
事
業
予

算
等
に
関
す
る
決
議
を
採
択

し
た
。

　
水
道
予
算
の
確
保
に
向
け

た
水
道
議
連
に
よ
る
初
め
て

の
決
起
集
会
は
、
日
本
水
道

協
会
、
日
本
簡
易
水
道
協
議

会
、
全
管
連
、
日
本
水
道
工

業
団
体
連
合
会
と
の
共
催

で
、
水
道
議
連
所
属
の
国
会

議
員
の
先
生
方
を
は
じ
め
、

四
百
名
が
出
席
し
た
。

　
冒
頭
、
主
催
者
を
代
表
し

て
川
崎
会
長
が
挨
拶
。「
平

成
十
一
年
以
降
、
三
千
億
円

近
く
あ
っ
た
水
道
予
算
が
毎

年
減
り
続
け
て
、
今
年
は

三
百
億
円
余
、
来
年
も
厳
し

永岡厚労副大臣に決議
文を手渡す川崎会長

い
状
況
。
財
政
状
況
を
理
由

に
施
設
の
更
新
・
耐
震
化
を

先
送
り
す
る
こ
と
は
、
国
や

地
方
の
将
来
を
損
な
う
こ

と
と
な
る
。
水
道
議
連
の

百
六
十
七
名
の
同
志
に
は
そ

の
こ
と
を
共
鳴
い
た
だ
い
て

い
る
。
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ

せ
て
、
こ
う
し
た
現
状
を
訴

え
、
十
二
月
の
予
算
編
成
ま

で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。」

と
水
道
界
一
体
と
な
っ
た
連

携
を
呼
び
か
け
た
。

　
ま
た
、
厚
生
労
働
省
健
康

局
の
宮
崎
正
信
水
道
課
長
が

水
道
予
算
の
状
況
を
説
明
。

「
二
十
七
年
度
は
議
連
の
先

生
方
の
お
力
添
え
に
よ
り
当

初
予
算
が
五
十
億
円
増
え
た

が
、
十
分
と
は
言
え
な
い
。

来
年
度
は
大
幅
な
予
算
確
保

を
お
願
い
し
た
い
。」
と
訴

え
た
。

　
決
議
文
は
、
集
会
に
出
席

し
た
永
岡
桂
子
厚
生
労
働
副

大
臣
に
川
崎
会
長
が
手
渡
し

た
。
最
後
は
集
会
の
成
果
を

期
し
、
田
村
憲
久
前
厚
生
労

働
大
臣
の
「
頑
張
ろ
う
」
コ

ー
ル
で
締
め
、
決
起
集
会
は

終
了
し
た
。

　
な
お
、
十
七
日
に
川
崎
会

長
及
び
盛
山
正
仁
幹
事
長
が

塩
崎
恭
久
厚
労
大
臣
、
財
務

省
主
計
局
、
自
民
党
・
稲
田

政
調
会
長
に
本
決
議
に
係
る

要
請
活
動
を
行
っ
た
。（
詳

細
は
二
面
参
照
）

改正品確法で次世代の担い手育成を推進

性
向
上

①
⾧
時
間
労
働
を
抑
制
す
る

た
め
、
受
注
者
に
お
け
る
著

し
く
短
い
工
期
に
よ
る
契
約

締
結
を
禁
止
。

②
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
等
を
要
件

に
、
現
場
技
術
者
に
係
る
専

任
規
制
や
、
公
共
工
事
に
お

け
る
施
工
体
制
台
帳
提
出
義

務
を
合
理
化
。

③
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
現
場

管
理
の
「
指
針
」
を
国
が
作

成
し
、
特
定
建
設
業
者
や
公

共
工
事
受
注
者
に
対
し
、
効

率
的
な
現
場
管
理
を
努
力
義

務
化
。

　
『
は
し
か
』
が
今
、
流
行

し
て
い
る
。
は
し
か
の
感
染

力
は
、
コ
ロ
ナ
の
三
倍
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
十
倍
と
も

言
わ
れ
て
い
る
な
か
、
感
染

の
予
防
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

重
要
だ
と
し
て
い
る
。
新
型

コ
ロ
ナ
時
は
感
染
し
な
い
よ

う
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
予
約

し
て
誰
よ
り
先
に
と
接
種
会

場
に
行
っ
た
こ
と
が
記
憶
に

新
し
い
。
は
し
か
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
状
況
は
、
世
代
に
よ

っ
て
異
な
る
が
、
皆
こ
れ
ま

で
に
一
回
、
二
回
は
打
っ
て

い
る
経
緯
が
あ
る
。
五
十
一

歳
以
上
の
人
は
定
期
接
種
で

は
な
い
が
任
意
で
接
種
。
二

十
三
歳
か
ら
五
十
歳
の
人
は

一
回
定
期
接
種
。
二
十
三
以

下
の
人
は
二
回
接
種
し
て
い

る
人
が
多
い
と
さ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
今
、
医
療
機
関

に
よ
る
と
感
染
予
防
に
は
二

回
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
効
果

的
と
し
て
お
り
、
新
型
コ
ロ

ナ
の
流
行
に
よ
っ
て
手
薄
と

な
っ
た
は
し
か
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
率
低
下
に
よ
り
免
疫
を

持
っ
て
な
い
人
が
増
え
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
コ
ロ

ナ
禍
以
上
の
悪
い
情
勢
を
回

避
す
べ
く
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
重
要
だ
と
す
る
な
ら
ば
、

ま
ず
は
自
身
が
ワ
ク
チ
ン
を

ど
れ
だ
け
接
種
し
て
い
る
か

確
認
す
る
こ
と
が
必
要
か
も

し
れ
な
い
。

◇
今
後
の
主
要
（
関
連
）
行
事
予
定
◇

４
月
11
日
（
木
）
未
来
創
造
検
討
委
員
会

４
月
24
日
（
水
）
部
会
長
会

７
月
18
日
（
金
）
第
64
回
通
常
総
会
・
令
和
６
年
度

　
　
　
　
　
　
　

全
国
大
会
・
懇
親
会
、島
根
県
松
江
市

　
　
　
　
　
　
　

島
根
県
立
産
業
交
流
会
館

能
登
半
島
地
震
の
応
急
復
旧
活
動
を
報
告
、

水
道
行
政
移
管
後
の
支
援
・
協
力
体
制
に
つ
い
て
要
望

　

三
月
十
二
日
、
全
管
連

の
藤
川
幸
造
会
長
は
、
斉

藤
鉄
夫
国
土
交
通
大
臣
を

表
敬
訪
問
し
た
。
こ
れ
は

広
島
県
連
の
高
原
豊
明
理

事
長
の
尽
力
で
実
現
し
た

も
の
。
訪
問
者
は
以
下
の

七
名
。

　

藤
川
会
長
、
臼
倉　

進

筆
頭
副
会
長
、
高
原
広
島

県
連
理
事
長
（
全
管
連

理
事
・
中
国
ブ
ロ
ッ
ク

長
）
、
大
方
幸
一
郎
（
一

社
）
広
島
県
管
工
事
業
協

会
会
長
、
小
田
克
仁
広
島

市
管
工
事
業
協
同
組
合
理

事
長
、
粕
谷
明
博
全
管
連

斉
藤
国
土
交
通
大
臣
を
藤
川
会
長
、臼
倉
筆
頭
副
会
長
、

広
島
県
連
・
高
原
理
事
長
が
表
敬
訪
問

専
務
理
事
、
上
田
忠
幸
同
事

務
局
長
。

　

藤
川
会
長
が
令
和
六
年
能

登
半
島
地
震
へ
の
対
応
に
つ

い
て
説
明
す
る
と
と
も
に
、

１
．
私
ど
も
所
属
企
業
は
、

発
災
直
後
か
ら
道
路
崩
落
の

た
め
に
資
機
材
の
調
達
・
搬

送
が
思
う
に
任
せ
ず
、
厳
し

い
気
象
条
件
の
中
、
被
災
地

に
命
の
水
を
届
け
た
い
と
い

う
熱
意
で
作
業
を
行
っ
て
お

り
、
三
月
十
一
日
現
在
、
出

動
し
た
延
べ
人
数
は
八
千
人

日
を
超
え
て
い
る
こ
と
、

２
．
こ
う
し
た
社
会
的
使
命

を
果
た
す
た
め
に
は
、
平
常

時
か
ら
適
正
工
期
、
適
正
利

潤
に
配
慮
し
た
工
事
の
発

注
、

３
．
応
急
復
旧
工
事
対
応
に

伴
い
、
休
止
せ
ざ
る
を
得
な

く
な
っ
た
他
の
現
場
の
工
期

延
長
や
増
加
経
費
や
待
機
料

へ
の
配
慮
、

４
．
災
害
発
生
時
に
お
け
る

応
急
給
水
、
応
急
復
旧
工
事

に
携
わ
る
水
道
関
係
者
の
活

動
に
つ
い
て
の
国
民
へ
の
広

報
周
知
、
等
を
斉
藤
大
臣
に

説
明
し
、
要
望
書
（
二
面
参

照
）
を
手
渡
し
た
。

　

斉
藤
大
臣
か
ら
は
、
能
登

半
島
地
震
へ
の
対
応
へ
の
感

謝
の
お
言
葉
と
、
社
会
的
使

命
が
果
た
さ
れ
る
よ
う
持
続

的
な
支
援
、
応
急
復
旧
工
事

等
の
優
先
的
か
つ
円
滑
な
実

施
、
復
旧
に
従
事
し
て
い
る

水
道
関
係
者
の
活
動
を
国
民

に
周
知
し
た
い
と
の
心
強
い

お
言
葉
を
頂
い
た
。

　

ま
た
、
臼
倉
筆
頭
副
会
長

か
ら
は
自
身
が
輪
島
市
に
現

地
調
査
に
入
っ
た
経
験
か

ら
、
応
急
復
旧
に
関
す
る
指

揮
命
令
系
統
が
混
乱
し
て
お

り
、
我
々
業
者
の
能
力
が
十

分
に
発
揮
で
き
て
い
な
い
こ

と
、
一
方
で
、
高
原
広
島
県

連
理
事
長
か
ら
は
経
験
あ
る

応
援
水
道
事
業
体
職
員
に
よ

り
修
理
班
が
機
能
し
て
い
る

と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
大
臣
か

ら
は
上
下
水
道
一
体
と
な
っ

た
復
旧
の
進
め
方
な
ど
に
つ

い
て
検
討
を
開
始
し
た
と
の

ご
説
明
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
他
、
広
島
県
連
、
広

島
県
管
工
事
業
協
会
、
広
島

市
管
工
事
業
協
同
組
合
の
三

団
体
か
ら
は
「
中
小
企
業
の

専
任
技
術
者
・
経
営
業
務
管

理
責
任
者
の
設
置
に
関
す
る

規
制
緩
和
」
に
つ
い
て
要
望

書
が
提
出
さ
れ
た
。

〒170‐0004
東京都豊島区北大塚３－30－10
全管連会館　03（5981）8957

年間購読料：2,500円

　
「
建
設
業
法
及
び
公
共
工

事
の
入
札
及
び
契
約
の
適
正

化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」

が
三
月
八
日
、
閣
議
決
定
さ

れ
、
建
設
業
の
担
い
手
を
確

保
す
る
た
め
、
労
働
者
の
処

遇
改
善
に
向
け
た
賃
金
原
資

の
確
保
と
下
請
事
業
者
ま
で

の
行
き
渡
り
、
資
材
価
格
転

嫁
の
円
滑
化
に
よ
る
労
務
費

へ
の
し
わ
寄
せ
防
止
、
さ
ら

に
は
、
働
き
方
改
革
や
現
場

の
生
産
性
向
上
を
図
る
た
め

の
措
置
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

　

概
要
は
別
掲
（
二
面
）
及

び
、
以
下
の
通
り
で
す
。

　

な
お
、
詳
細
は
国
土
交
通

省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
。
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◎
概
要

（
１
）
労
働
者
の
処
遇
改
善

①
建
設
業
者
に
対
し
て
労
働

者
の
処
遇
確
保
を
努
力
義
務

化
す
る
と
と
も
に
、
国
は
当

該
処
遇
確
保
に
係
る
取
組
状

況
を
調
査
・
公
表
。

②
労
務
費
等
の
確
保
と
行
き

渡
り
の
た
め
、
中
央
建
設
業

審
議
会
が「
労
務
費
の
基
準
」

を
作
成
・
勧
告
す
る
こ
と
と

し
、
受
注
者
及
び
注
文
者
の

双
方
に
対
し
て
著
し
く
低
い

労
務
費
等
に
よ
る
見
積
り
書

の
作
成
や
変
更
依
頼
を
禁
止

（
違
反
発
注
者
に
は
国
土
交

通
大
臣
等
が
勧
告
）。

③
併
せ
て
、
受
注
者
に
お
け

る
不
当
に
低
い
請
負
代
金
に

よ
る
契
約
締
結
を
禁
止
。

（
２
）
資
材
高
騰
に
伴
う
労

全管連

務
費
へ
の
し
わ
寄
せ
防
止

①
資
材
高
騰
な
ど
、
請
負
代

金
や
工
期
に
影
響
を
及
ぼ
す

事
象
（
リ
ス
ク
）
が
あ
る
場

合
、
請
負
契
約
の
締
結
ま
で

に
受
注
者
か
ら
注
文
者
に
通

知
す
る
よ
う
義
務
化
す
る
。

　

ま
た
、
資
材
価
格
変
動
時

に
お
け
る
請
負
代
金
等
の

「
変
更
方
法
」
を
契
約
書
の

記
載
事
項
と
し
て
明
確
化
。

②
注
文
者
に
対
し
、
当
該
リ

ス
ク
発
生
時
は
、
誠
実
に
協

議
に
応
ず
る
こ
と
を
努
力
義

務
化
。

（
３
）
働
き
方
改
革
と
生
産

岸
田
総
理
と
建
設
業
４
団
体
と
の
意
見
交
換
会　
　

２
面

水
道
事
業
に
お
け
る
耐
震
化
の
状
況　
　
　
　
　
　

３
面

令
和
６
年
度
後
期
技
能
検
定
試
験
ご
案
内　
　
　
　

４
面

新
技
術
・
新
製
品　

春
の
紙
上
展
示
会　
　
　

６
・
８
面

国交省

―
建
設
業
の
担
い
手
を
確
保
す
る
た
め

　
　
契
約
取
引
に
係
る
ル
ー
ル
を
整
備
　
―

「
建
設
業
法
及
び
公
共
工
事
の
入
札
及
び

契
約
の
適
正
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
を
閣
議
決
定

斉藤大臣に要望書を手渡す藤川会長（中央右）
（写真左より）大方広島県協会会長、高原広島
県連理事長、（２人おいて）臼倉筆頭副会長、
小田広島市組合理事長

１



２２０２４年（令和６年）４月１日（月曜日） 全 管 連 ニ ュ ー ス （第三種郵便物認可） 第７９１号 （　）
　
政
府
は
三
月
八
日
、
日
本

建
設
業
連
合
会
、
全
国
建
設

業
協
会
、
全
国
中
小
建
設
業

関
す
る
意
見
交
換
会
」
を
開

い
た
。
国
土
交
通
省
と
建
設

業
団
体
と
の
間
で
、

・
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価

の
引
上
げ
が
昨
年
を
上
回
っ

た
こ
と
を
踏
ま
え
、
技
能
者

の
賃
上
げ
に
つ
い
て
、
昨
年

の
目
標
で
あ
る
「
概
ね
五
％

の
上
昇
」
を
さ
ら
に
引
き
上

げ
、「
五
％
を
十
分
に
上
回

る
上
昇
」
を
目
標
に
す
る
こ

と・
働
き
方
改
革
に
つ
い
て
、

労
働
時
間
規
制
の
導
入
を
踏

ま
え
て
、「
必
要
な
対
応
に

万
全
を
期
す
」
こ
と

を
申
し
合
わ
せ
た
。

　
岸
田
文
雄
内
閣
総
理
大
臣

は
、
本
日
の
意
見
交
換
を
踏

ま
え
、次
の
よ
う
に
延
べ
た
。

「
建
設
業
界
の
皆
様
方
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
能
登
半
島

地
震
に
お
い
て
、
発
災
当
初

か
ら
の
大
変
厳
し
い
状
況
の

中
で
災
害
対
応
に
当
た
っ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
心

か
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
被

災
地
の
再
生
に
向
け
て
、
建

設
業
界
の
お
力
は
不
可
欠
で

あ
り
、
ど
う
ぞ
引
き
続
き
お

力
を
頂
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

岸
田
総
理
大
臣
と

建
設
業
４
団
体
と
の
意
見
交
換
会

︱
５
％
を
超
え
る
賃
金
上
昇
を
目
標
に　

　

建
設
業
の
担
い
手
確
保
と
持
続
的
な
発
展
へ
︱

挨拶する岸田総理
（写真はいずれも首相官邸ホームページより）

意見交換会の様子

協
会
、
建
設
産
業
専
門
団
体

連
合
会
の
建
設
業
四
団
体
と

「
建
設
業
界
と
の
賃
上
げ
に

水
道
行
政
移
管
に
よ
る

国
土
交
通
省
の
新
体
制
に
つ
い
て

　
四
月
一
日
付
で
、
国
の
水

道
行
政
が
厚
生
労
働
省
か
ら

国
土
交
通
省
・
環
境
省
へ
移

管
さ
れ
た
。

　
水
道
行
政
を
全
般
的
に
所

掌
す
る
国
交
省
で
は
、
従
来

の
水
管
理
・
国
土
保
全
局
下

水
道
部
の
体
制
に
水
道
分
野

を
加
え
て
改
組
し
、「
上
下

水
道
企
画
課
」「
官
房
参
事

官
（
上
下
水
道
技
術
）」「
水

道
事
業
課
」「
下
水
道
事
業

課
」
の
三
課
一
官
体
制
と
な

る
（
別
掲
参
照
）。
新
体
制

を
率
い
る
の
は
、
従
来
の
下

水
道
部
長
職
を
局
長
級
に
格

上
げ
し
た
上
下
水
道
審
議
官

と
新
設
ポ
ス
ト
で
あ
る
官
房

審
議
官
。
上
水
道
関
係
は
定

期
の
人
事
異
動
者
以
外
の
者

は
、
厚
労
省
か
ら
国
交
省
に

す
」

　
ま
た
、
総
理
か
ら
は
続
け

て
、
こ
の
申
合
せ
に
沿
っ
た

賃
上
げ
の
強
力
な
推
進
に
つ

い
て
要
請
が
あ
っ
た
ほ
か
、

官
民
挙
げ
て「
成
長
型
経
済
」

へ
の
転
換
を
図
り
、
建
設
業

の
担
い
手
確
保
と
持
続
的
な

発
展
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
た

い
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。

　
斉
藤
鉄
夫
国
土
交
通
大
臣

も
同
日
の
閣
議
後
の
記
者
会

見
で
「
建
設
業
の
賃
上
げ
と

働
き
方
改
革
を
さ
ら
に
進

め
、
持
続
可
能
な
建
設
業
の

実
現
に
全
力
を
尽
く
し
た

い
」
と
述
べ
た
。

　
な
お
政
府
は
、
建
設
業
界

の
賃
上
げ
に
向
け
、
三
月
か

ら
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価

を
全
国
全
職
種
単
純
平
均
で

前
年
度
比
五
・
九
％
引
き
上

げ
て
い
る
。

　
一
月
一
日
に
発
生
し
た
令

和
六
年
能
登
半
島
地
震
に
お

い
て
は
、（
公
社
）
日
本
水

道
協
会
及
び
地
元
水
道
事
業

体
の
要
請
の
下
、
三
十
二
都

道
県
の
本
会
会
員
組
合
が
水

道
局
と
連
携
し
て
、
多
く
の

組
合
員
が
水
道
施
設
の
復
旧

工
事
等
に
出
勤
・
応
援
し
て

い
る
。

　
三
月
二
十
九
日
現
在
、
延

べ
作
業
日
数
千
五
百
七
十
六

日
、
延
べ
九
千
二
百
二
十
二

名
が
応
援
復
旧
活
動
に
あ
た

っ
て
い
る
。
石
川
県
内
は
最

大
約
十
一
万
三
千
戸
が
断
水

し
て
い
た
が
、
未
だ
約
九
千

二
百
六
十
戸
の
断
水
が
続
い

て
い
る
。

　
ま
た
、
本
会
は
被
災
さ
れ

た
方
々
へ
の
支
援
と
し
て
義

援
金
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

た
所
、
会
員
の
皆
様
（
被
害

が
甚
大
な
石
川
県
を
除
く
）

よ
り
約
七
千
二
百
万
円
が
寄

せ
ら
れ
た
（
三
月
二
十
九
日

時
点
）。
義
援
金
の
お
渡
し

先
に
つ
い
て
、
被
災
の
状
況

等
に
鑑
み
検
討
し
た
結
果
、

石
川
県
管
工
事
業
協
同
組
合

能
登
半
島
地
震

・
32
都
道
県
か
ら

　

約
９
２
０
０
人
が
応
急
復
旧
応
援

・
７
千
万
円
を
超
え
る
義
援
金
が

　

寄
せ
ら
れ
る

全管連

連
合
会（
北
川
雅
一
朗
会
長
）

に
六
千
万
円
、
新
潟
県
水
道

工
事
業
協
同
組
合
連
合
会

（
加
藤
大
二
会
長
）
に
六
百

万
円
、
富
山
県
管
工
事
業
協

同
組
合
連
合
会
（
藤
川
幸
造

会
長
）
に
六
百
万
円
を
お
渡

し
す
る
こ
と
と
し
た
。
ご
協

力
頂
き
ま
し
た
皆
様
へ
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
本
会
に
よ
る
応
急

復
旧
応
援
実
績
や
被
災
地
で

の
復
旧
活
動
の
写
真
・
動
画

は
左
の
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド

又
は
、
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ト
ッ
プ
に
あ
る
「
令
和
六
年

能
登
半
島
地
震
」
の
バ
ナ
ー

か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

移
行
す
る
見
込
み
。

　
新
体
制
に
よ
る
上
下
水
道

一
体
の
行
政
運
営
が
ス
タ
ー

ト
し
た
。
上
下
水
道
共
通
の

課
題
に
対
し
て
一
体
的
か
つ

効
率
的
に
取
り
組
む
。

全国管工事業協同組合連合会

　平素は、本会に対し格別のご指導を賜り深く感謝申し上げます。
　私共全管連所属の企業は、災害発生時には最前線で「命の水を届け
る」応急復旧活動を担っている地域の守り手であります。能登半島地
震においても、被災地で懸命に水道復旧活動を続けています。発災直
後から、道路崩落のため資機材の調達・搬送が思うに任せず、厳しい
気象状況の中、被災地に水を届けたいという熱意で作業を行っていま
す。
　しかしながら、こうした社会的使命を果たしていくためには、健全
で安定した経営を続ける必要があり、そのためには、平常時から適正
工期、適正利潤で我われ管工事業者に老朽管更新、耐震管布設工事を
発注頂くなど発注者側の理解と連携・協力が不可欠であります。
　また、応急復旧工事対応に伴い、休止せざるを得なくなる他の現場
の工期延長や増加経費支払いが必要となります。応援出発に備えて待
機した現場従事者が出動に至らなかった場合にもその労務費が必要と
なります。
　配水管、給水管の復旧については、各自治体により使用資材、工具
等が異なっており、災害時において活躍できる配管技能者の確保・育
成のために配水管工技能講習会や給水装置工事配管技能検定会の受講
を促進することも求められています。
　災害発生時には、一早く現場へ駆け付け、二次災害の危険のある中、
昼夜を問わず、初動から対応に当たっているにもかかわらず、メディ
アに取り上げられるのは自衛隊や警察、消防当局が目立ち、水道事業
体や管工事業者が取り上げられることは少ないのが実情です。私共の
災害復旧活動が広く国民に周知されることでモチベーション維持にも
繋がります。応急給水、応急復旧工事に携わる水道関係者の姿を撮影
し、広報することが重要と考える次第です。

　以上の諸点につきまして地方公共団体等関係者へのご指導、ご助言
などを賜りたくお願いいたします。

命の水を届ける使命を果たしていくために

要望事項

︱
上
下
水
道
一
体
の
組
織
体
制
を
整
備
︱

●建設業法及び公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律の一部を改正する法律案

【目標・効果】・全産業を上回る賃金上昇率の達成（2024～2029年度）
（ＫＰＩ） ・技能者と技術者の週休２日の割合を原則100％（2029年度）

・ 建設業は、他産業より賃金が低く、就労時間も長いため、
担い手の確保が困難。

法案の概要

○契約前のルール

・資材高騰など請負額に影響を及ぼす事象(リスク)の情報は、受注者から注文者に提供するよう義務化

・資材が高騰した際の請負代金等の「変更方法」を契約書記載事項として明確化

○契約後のルール

・資材高騰が顕在化した場合に、受注者が「変更方法」に従って契約変更協議を申し出たとき
は、注文者は、誠実に協議に応じる努力義務※ ※公共工事発注者は、誠実に協議に応ずる義務

２．資材高騰に伴う労務費へのしわ寄せ防止

１．労働者の処遇改善
○労働者の処遇確保を建設業者に努力義務化

国は、取組状況を調査･公表、中央建設業審議会へ報告

○標準労務費の勧告
・中央建設業審議会が「労務費の基準」を作成･勧告

○適正な労務費等の確保と行き渡り
・著しく低い労務費等による見積りや見積り依頼を禁止

国土交通大臣等は、違反発注者に勧告･公表
（違反建設業者には、現行規定により指導監督）

○原価割れ契約の禁止を受注者にも導入

３．働き方改革と生産性向上

労務費確保のイメージ

○長時間労働の抑制

・工期ダンピング対策を強化
（著しく短い工期による契約締結を受注者にも禁止）

○ICTを活用した生産性の向上

・現場技術者に係る専任義務を合理化（例．遠隔通信の活用）

・国が現場管理の「指針」を作成（例．元下間でデータ共有）

特定建設業者※や公共工事受注者に効率的な現場
管理を努力義務化 ※ 多くの下請業者を使う建設業者

・公共工事発注者への施工体制台帳の提出義務を合理化
（ICTの活用で施工体制を確認できれば提出を省略可）

出典：厚生労働省「賃金構造基本統計調査」（令和４年）

（（ 参参 考考 １１）） 建建 設設 業業 のの賃賃 金金とと 労労 働働時時 間間
建 設 業 ※ 4 1 7 万 円 / 年 2 , 0 2 2 時 間 /年
全 産 業 4 9 4 万 円/ 年 1 , 9 5 4 時 間/ 年

（（ 参参 考考 ２２）） 建建 設設 業業 就就業業 者者数数 とと 全全 産産 業業にに占占 めめ るる割割 合合((   )) 内内
[ H 9 ] 6 8 5 万 人 （ 10 . 4 ％） ⇒  [ R 4 ]  4 7 9 万 人 （ 7 .1 ％）

背景・必要性

賃金

２次下請の
技能労働者

自社
経費

労務費

著しく
下回る
見積り･
契約を
禁止

労務費

下請
経費

自社
経費

著しく
下回る
見積り･
契約を
禁止

労務費

「
標
準
労
務
費
」

中中
央央
建建
設設
業業
審審
議議
会会
がが
勧勧
告告

下請
経費

自社
経費

材料費

元請

１次下請

２次下請

技術者が、カメラ映像を確認し、現場へ指示

タブレットを用いて
情報共有を円滑化

元請業者

下請業者

発注者

出典：総務省「労働力調査」を基に国土交通省算出

処遇改善

労務費への
しわ寄せ防止
働き方改革

・
生産性向上

労働時間の適正化

現場管理の効率化

担い手の確保

持続可能な建設業へ

資材高騰分の転嫁

賃金の引上げ

設計図
・

現場写真

・ 建設業が「地域の守り手」等の役割を果たしていけるよう、
時間外労働規制等にも対応しつつ、処遇改善、働き方改革、
生産性向上に取り組む必要。

（ ＋ 3 . 5 % ）（ ▲ 1 5 . 6 % ）

※賃金は「生産労働者」の値
出典：厚生労働省「毎月勤労統計調査」（令和４年度）
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厚
生
労
働
省
は
、
三
月
二

十
二
日
を
も
っ
て
、
水
道
事

業
に
お
け
る
耐
震
化
の
状
況

（
令
和
四
年
度
）
を
次
の
通

り
公
表
し
た
。
詳
し
く
は
厚

生
労
働
省
水
道
課
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照
下
さ
い
。
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水
道
事
業
に
お
け
る
耐
震
化

の
状
況
に
つ
い
て
（
令
和
四

年
度
）

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
水
道

事
業
に
お
け
る
耐
震
化
の
推

進
施
策
の
一
環
と
し
て
、
平

成
二
十
年
度
か
ら
、
全
国
の

水
道
管
や
浄
水
施
設
な
ど
水

道
施
設
の
耐
震
化
状
況
を
調

査
し
て
い
る
。

　

こ
の
た
び
、
令
和
四
年
度

末
時
点
の
調
査
結
果
を
次
の

と
お
り
取
り
ま
と
め
た
。（
別

紙
１
参
照
）

調
査
結
果
の
概
要

〇
基
幹
管
路
の
耐
震
化
状
況

　

導
水
管
や
送
水
管
な
ど
、

「
基
幹
管
路
」
と
呼
ば
れ
る

水
道
管
の
耐
震
適
合
率
は
全

国
平
均
で
四
二
・
三
％
と
な

り
、
令
和
三
年
度
（
四
一
・

二
％
）
か
ら
一
・
一
ポ
イ
ン

ト
上
昇
し
た
。

　

都
道
府
県
別
に
見
る
と
、

神
奈
川
県
七
三
・
六
％
、
東

京
都
六
六
・
八
％
に
対
し
、

岡
山
県
二
五
・
六
％
、
高
知

県
二
四
・
八
％
な
ど
と
な
っ

て
い
る
。

　

ま
た
、
都
道
府
県
別
及
び

水
道
事
業
主
体
別（
自
治
体
、

一
部
事
務
組
合
な
ど
）
で
も

進
み
具
合
に
大
き
な
開
き
が

あ
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

〇
基
幹
管
路
に
お
け
る
耐
震

管
及
び
耐
震
適
合
性
の
あ
る

管
に
つ
い
て

　

管
路
の
場
合
、
管
自
体
の

耐
震
性
能
に
加
え
て
、
そ
の

管
が
布
設
さ
れ
た
地
盤
の
性

状
（
例
え
ば
軟
弱
地
盤
、
液

状
化
し
や
す
い
埋
立
地
な

ど
）
に
よ
っ
て
、
そ
の
耐
震

性
が
大
き
く
左
右
さ
れ
る
。

　

耐
震
管
と
は
、
地
震
の
際

で
も
継
ぎ
目
の
接
合
部
分
が

離
脱
し
な
い
構
造
と
な
っ
て

い
る
管
の
こ
と
を
い
う
。
そ

れ
に
対
し
て
、
耐
震
管
以
外

で
も
管
路
が
布
設
さ
れ
た
地

盤
の
性
状
を
勘
案
す
れ
ば
耐

震
性
が
あ
る
と
評
価
で
き
る

管
等
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
耐

震
管
に
加
え
た
も
の
を
「
耐

震
適
合
性
の
あ
る
管
」
と
呼

ん
で
い
る
。

（
参
考
）
浄
水
施
設
の
耐
震

化
率
は
四
三
・
四
％
で
、
昨

年
度
（
三
九
・
二
％
）
か
ら

四
・
二
ポ
イ
ン
ト
上
昇
。
着

水
井
か
ら
浄
水
池
ま
で
の
処

理
系
統
の
全
て
を
耐
震
化
す

る
に
は
施
設
停
止
が
必
要
で

改
修
が
難
し
い
場
合
が
多
い

た
め
、
基
幹
管
路
や
配
水
池

に
比
べ
て
耐
震
化
が
進
ん
で

い
な
い
状
況
と
な
っ
て
い

る
。

　

ま
た
、
配
水
池
の
耐
震
化

率
は
六
三
・
五
％
で
、
昨
年

度
（
六
二
・
三
％
）
か
ら
一
・

二
ポ
イ
ン
ト
上
昇
。

　

な
お
、
浄
水
施
設
に
比
べ

耐
震
化
が
進
ん
で
い
る
の

は
、
構
造
上
、
個
々
の
配
水

池
毎
に
改
修
が
行
い
や
す
い

た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

令和４年度

水
道
事
業
に
お
け
る
耐
震
化
の
状
況
を
公
表

基
幹
管
路
の

耐
震
適
合
率
は
全
国
平
均
42
・
３
％

厚労省

　

経
済
産
業
省
は
、
中
堅
・

中
小
企
業
が
持
続
的
な
賃
上

げ
の
実
現
を
目
的
に
、
労
働

生
産
性
の
抜
本
的
な
向
上
と

事
業
規
模
の
拡
大
を
図
る
た

め
に
行
う
、
工
場
や
物
流
セ

ン
タ
ー
、
販
売
施
設
等
の
拠

点
新
設
や
機
械
装
置
、
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
な
ど
の
大
規
模
成

⾧
投
資
に
対
し
て
補
助
を
行

う
「
中
堅
・
中
小
成
⾧
投
資

補
助
金
」
の
公
募
を
四
月
三

十
日
（
火
）
締
切
で
行
っ
て

い
ま
す
。
概
要
は
次
の
通
り

で
す
。
詳
細
は
特
設
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
ご
参
照
く
だ
さ

い
。https://seichoto 

ushi-hojo.jp/

【
補
助
金
の
概
要
】

１　

予
算
額

　

総
額
三
千
億
円
（
令
和
八

年
度
ま
で
の
国
庫
債
務
負
担

含
む
）
※
令
和
五
年
度
補
正

予
算
一
千
億
円

２　

補
助
上
限
額

　

五
十
億
円
（
補
助
率
三
分

の
一
以
内
）

３　

補
助
事
業
期
間

　

交
付
決
定
日
か
ら
最
長
で

令
和
八
年
十
二
月
末
ま
で

※
た
だ
し
、
補
正
予
算
の
早

期
執
行
の
観
点
か
ら
、極
力
、

令
和
六
年
度
（
令
和
七
年
三

月
）
末
ま
で
に
設
備
等
の
支

払
い
・
設
置
を
前
倒
し
す
る

投
資
計
画
の
策
定
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

４　

補
助
対
象
者

　

中
堅
・
中
小
企
業
（
常
時

使
用
す
る
従
業
員
数
が
二
千

人
以
下
の
会
社
等
）
※
単
体

ベ
ー
ス

※
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場

合
、
中
堅
・
中
小
企
業
を
中

心
と
し
た
共
同
申
請
（
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
形
式
：
最
大
十

令
和
４
年
度
に
お
け
る
浄
化

槽
の
設
置
状
況
等
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
環
境
省

　

環
境
省
は
三
月
二
十
二

日
、
令
和
四
年
度
に
お
け
る

浄
化
槽
の
設
置
状
況
や
法
定

検
査
受
検
状
況
等
に
つ
い
て

調
査
を
行
い
、
結
果
を
取
り

ま
と
め
た
。
概
要
は
以
下
の

と
お
り
。
詳
細
は
同
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
下
さ

い
。

h
ttp

s:/
/
w

w
w

.e
n
v
.

g
o

.
j

p
/

p
r

e
s

s
/

press_02934.htm
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単
独
処
理
と
合
併
処
理
を

併
せ
た
浄
化
槽
の
令
和
四
年

度
末
の
設
置
基
数
は
七
百
五

十
一
万
六
千
八
百
六
十
四
基

で
あ
り
、
そ
の
内
訳
は
、
し

尿
と
雑
排
水
を
処
理
す
る
合

併
処
理
浄
化
槽
が
四
百
二
万

三
千
二
百
十
二
基
、
し
尿
の

み
を
処
理
す
る
単
独
処
理
浄

化
槽
が
三
百
四
十
九
万
三
千

六
百
五
十
二
基
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
特
に
閉
鎖
性
水
域

に
お
け
る
富
栄
養
化
を
防
ぐ

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
近
年

普
及
し
て
い
る
窒
素
や
燐
等

を
除
去
す
る
大
臣
認
定
型
の

高
度
処
理
型
浄
化
槽
（
窒
素

又
は
燐
除
去
型
、
窒
素
及
び

燐
除
去
型
及
び
Ｂ
Ｏ
Ｄ
除
去

型
）
の
設
置
基
数
は
百
四
十

三
万
三
千
九
百
二
十
四
基

（
令
和
三
年
度
は
百
三
十
四

万
四
千
百
七
十
四
基
で
あ

り
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
総

数
の
三
五
・
六
％
（
同
三
四
・

〇
％
）
を
占
め
て
い
る
。

　

な
お
、
令
和
四
年
度
の
合

併
処
理
浄
化
槽
の
新
規
設
置

基
数
は
十
万
二
百
六
十
八

基
。
そ
の
う
ち
高
度
処
理
型

浄
化
槽
の
新
規
設
置
基
数
は

八
万
千
四
百
七
十
四
基
で
あ

り
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
新

規
設
置
基
数
の
八
一
・
三
％

を
占
め
て
い
る
。　
　

社
）
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
み
な
し
大
企
業
や
実
施
す

る
補
助
事
業
の
内
容
が
農
作

物
の
生
産
自
体
に
関
す
る
も

の
な
ど
一
次
産
業
を
主
た
る

事
業
と
し
て
い
る
場
合
は
補

助
対
象
外
。

５　

補
助
事
業
の
要
件

①
投
資
額
十
億
円
以
上
（
専

門
家
経
費
・
外
注
費
を
除
く

補
助
対
象
経
費
分
）

②
賃
上
げ
要
件
（
補
助
事
業

の
終
了
後
三
年
間
の
対
象
事

業
に
関
わ
る
従
業
員
等
一
人

当
た
り
給
与
支
給
総
額
の
年

平
均
上
昇
率
が
、
事
業
実
施

場
所
の
都
道
府
県
に
お
け
る

直
近
五
年
間
の
最
低
賃
金
の

年
平
均
上
昇
率
以
上
）

※
持
続
的
な
賃
上
げ
を
実
現

す
る
た
め
、
補
助
金
の
申
請

時
に
掲
げ
た
賃
上
げ
目
標
を

達
成
で
き
な
か
っ
た
場
合
、

未
達
成
率
に
応
じ
て
補
助
金

の
返
還
を
求
め
ま
す
（
天
災

な
ど
事
業
者
の
責
め
に
帰
さ

な
い
理
由
が
あ
る
場
合
を
除

く
。
事
業
者
名
は
公
表
し
な

い
）。

６　

補
助
対
象
経
費

　

建
物
費
（
拠
点
新
設
・
増

築
等
）、機
械
装
置
費（
器
具
・

備
品
費
含
む
）、
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
費
、
外
注
費
、
専
門
家

経
費
※
建
物
費
は
生
産
設
備

等
の
導
入
に
必
要
な
も
の
に

限
り
ま
す
。
な
お
、
土
地
代

は
対
象
外
で
す
。

７　

公
募
締
切

　

令
和
六
年
四
月
三
十
日

（
火
）
午
後
五
時
ま
で

８　

問
い
合
わ
せ

　

中
堅
・
中
小
成
⾧
投
資
補

助
金
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

「
中
堅
・
中
小
成
⾧
投
資
補
助
金
」

の
案
内
に
つ
い
て

経産省

・
中
堅
・
中
小
企
業
の
賃
上
げ
に
向
け
た
省
力
化
等

　

の
大
規
模
成
長
投
資
補
助
金

・
公
募
締
切
・
令
和
６
年
４
月
30
日
（
火
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
〇
五
〇
―
三
六
六

七
―
八
四
五
三

お
問
合
せ
フ
ォ
ー
ム
：

h
t

t
p

s
:

/
/

se
ic

h
o
to

u
sh

ih
o
jo

.

f-form
.com

/inquiry

※
営
業
時
間　

平
日
午
前
十 

時
～
午
後
五
時

９　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

・
四
月
三
十
日
（
火
）
：
一

次
公
募
締
切

・
五
月
中
旬
～
六
月
中
旬

頃
：
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

審
査
（
申
請
企
業
の
経
営
者

等
が
出
席
）

・
六
月
中
下
旬
頃
：
採
択
発

表
（
以
降
順
次
、交
付
決
定
）

・
一
次
公
募
終
了
後
、
二
次

公
募
を
予
定

【
注
意
】
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、

現
時
点
で
の
目
安
で
あ
り
、

今
後
変
更
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
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　（
公
財
）
日
本
環
境
整
備

教
育
セ
ン
タ
ー
は
、
浄
化
槽

法
第
四
十
三
条
第
四
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
令
和
六
年
の

浄
化
槽
設
備
士
試
験
を
次
の

通
り
実
施
し
ま
す
。
な
お
、

今
年
度
よ
り
申
請
方
法
が
オ

ン
ラ
イ
ン
申
請
に
変
更
さ
れ

て
い
ま
す
。

◇
浄
化
槽
設
備
士
試
験

１
、
受
験
資
格

　

別
掲
の
（
Ａ
）
か
ら
（
Ｃ
）

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

者
。

２
、
試
験
日

　

令
和
六
年
七
月
七
日

（
日
）。

３
、
試
験
地

　

宮
城
県
、
東
京
都
、
愛
知

県
、
大
阪
府
、
福
岡
県
。

４
、
受
験
手
数
料

　

三
万
千
七
百
円（
非
課
税
）

５
、
受
付
期
間

　
（
一
社
）
日
本
空
調
衛
生

工
事
業
協
会
、（
一
社
）
日

本
配
管
工
事
業
団
体
連
合
会

及
び
全
国
管
工
事
業
協
同
組

合
連
合
会
の
三
団
体
は
、
二

月
二
日
か
ら
四
日
ま
で
東
京

都
小
平
市
の
全
国
建
設
研
修

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
令
和
五

年
度
後
期
登
録
配
管
基
幹
技

能
者
講
習
を
実
施
し
た
。

　

最
終
日
に
は
考
査
試
験
が

行
わ
れ
、
受
講
者
六
十
四
名

が
受
験
し
た
。
本
会
の
阿
部

技
術
参
与
が
講
師
と
し
て
労

務
・
資
材
管
理
の
講
義
を
担

当
し
た
。

　

二
月
二
十
九
日
開
催
の
登

録
配
管
基
幹
技
能
者
講
習
委

員
会
に
お
い
て
、
六
十
一
名

の
合
格
者
が
決
定
し
た
。

　

講
習
考
査
試
験
の
合
格
者

へ
の
「
登
録
配
管
基
幹
技
能

者
修
了
証
」
の
交
付
は
、
四

月
下
旬
を
予
定
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
登
録
配
管
基
幹
技

能
者
講
習
委
員
会
は
登
録
配

管
基
幹
技
能
者
の
更
新
手
続

き
を
対
象
者
（
令
和
五
年
度

は
千
五
十
九
名
）
に
対
し
て

行
っ
て
い
る
。
こ
の
結
果
、

令
和
五
年
度
末
時
点
の
資
格

者
総
数
は
四
千
十
七
名
と
な

っ
た
。

登
録
配
管
基
幹
技
能
者
講
習

後
期
開
催
分
（
東
京
）

61
名
が
合
格

令和５年度 ︱
技
能
検
定
２
級
で
優
秀
な
成
績
を
収
め

　

令
和
７
年
度
の
技
能
五
輪
全
国
大
会　
に

　

挑
戦
し
よ
う
︱

4

免
除
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

３
、
受
検
申
込
み

　

受
検
申
請
受
付
期
間
内

に
、受
検
手
数
料
を
添
え
て
、

受
検
申
請
書
を
各
都
道
府
県

職
業
能
力
開
発
協
会
に
提
出

く
だ
さ
い
。

第
62
回
技
能
五
輪
全
国
大
会

開
催
案
内 

　

第
六
十
二
回
技
能
五
輪
全

国
大
会
（
配
管
職
種
）
は
、

以
下
の
日
程
で
開
催
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

技
能
検
定
二
級
で
優
秀
な

成
績
を
収
め
た
若
年
技
能
者

の
活
躍
を
応
援
し
て
頂
く
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

１
．
日
時　

令
和
六
年
十
一

月
二
十
三
日
（
土
）

２
．
場
所　

愛
知
県
国
際
展

示
場

６年度
後　期

技
能
検
定
試
験
の
ご
案
内

―
建
築
配
管
　
受
付
10
月
７
日
～
10
月
18
日
―

　

中
央
職
業
能
力
開
発
協
会

は
令
和
六
年
度
後
期
技
能
検

定
試
験
の
建
築
配
管
職
種
の

日
程
に
つ
い
て
、
別
表
の
と

お
り
公
表
し
た
。

　

技
能
検
定
の
合
格
者
に

は
、
厚
生
労
働
大
臣
名
（
特

級
、
一
級
、
単
一
等
級
）
ま

た
は
都
道
府
県
知
事
名
（
二

級
、
三
級
）
の
合
格
証
書
が

交
付
さ
れ
、
技
能
士
と
称
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
他
の
国

家
資
格
を
受
検
す
る
際
に
特

典
が
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ

る
。
ま
た
、
技
能
検
定
は
技

能
五
輪
全
国
大
会
の
予
選
を

兼
ね
て
お
り
、
二
級
レ
ベ
ル

の
実
技
で
優
秀
な
成
績
を
収

め
る
か
、
業
種
別
団
体
等
か

ら
推
薦
を
受
け
た
者
が
、
都

道
府
県
職
業
能
力
開
発
協
会

の
推
薦
で
全
国
大
会
に
出
場

で
き
ま
す
。
な
お
、
令
和
六

年
度
に
開
催
さ
れ
る
第
六
十

二
回
技
能
五
輪
全
国
大
会
は

愛
知
県
を
主
要
会
場
と
し
て

開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

１
、
試
験
内
容

　

検
定
職
種
ご
と
に
実
技
試

験
及
び
学
科
試
験
が
行
わ
れ

ま
す
。

　

実
技
試
験
は
原
則
と
し

て
、
試
験
日
に
先
立
っ
て
そ

の
課
題
が
公
表
さ
れ
る
。
試

験
時
間
は
概
ね
四
～
五
時
間

で
、
職
種
に
よ
っ
て
は
、
標

準
時
間
と
打
ち
切
り
時
間
が

定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、職
種
に
よ
っ
て
は
、

実
際
的
な
判
断
等
を
試
験
す

る
判
断
等
試
験
や
計
画
立
案

等
作
業
試
験
の
手
法
に
よ
り

実
技
試
験
が
行
わ
れ
る
が
、

こ
の
場
合
試
験
問
題
は
事
前

公
表
さ
れ
な
い
。

　

学
科
試
験
は
職
種
（
作

業
）、
等
級
ご
と
に
全
国
統

一
し
て
同
一
の
日
に
行
わ
れ

る
。
合
格
基
準
は
、
百
点
を

満
点
と
し
て
、
原
則
と
し
て

実
技
試
験
は
六
十
点
以
上
、

学
科
試
験
は
六
十
五
点
以
上

と
な
っ
て
い
る
。

２
、
受
検
資
格

　

原
則
と
し
て
検
定
職
種
に

関
す
る
実
務
経
験
が
必
要
で

あ
る
。
必
要
と
さ
れ
る
実
務

経
験
の
年
数
は
以
下
の
と
お

り
だ
が
、
職
業
訓
練
歴
、
学

歴
等
に
よ
り
短
縮
さ
れ
る
場

合
が
あ
る
。
特
級
・
一
級
合

格
後
五
年
以
上
、
一
級
・
七

年
以
上
、
二
級
・
二
年
以
上
、

三
級
・
〇
、
単
一
等
級
・
三

年
以
上
。

　

な
お
、
一
定
の
要
件
（
指

導
員
免
許
取
得
、
職
業
訓
練

に
お
け
る
技
能
照
査
合
格

等
）
に
よ
り
試
験
の
一
部
が

後　　期
試験案内開始日

令和６年

9/２（月）
申請受付期間 10/７㈪〜10／18㈮
実技試験問題の
公表＊１ 11／28（木）

実技試験＊２ 12/５（木）〜
令和７年2/16㈰

令和７年学科試験＊３ 1/26㈰・2/２㈰
2/５㈬・2/9㈰

合格発表日 3/14㈮
※１　�一部職種の製作等作業試験と全職種の計画立案等作業試験は概要の

みが公表されます。
※２　期間中のいずれかの日で実施されます。
※３　職種、等級ごとに全国統一日に実施されます。

６年度

浄
化
槽
設
備
士
試
験
の
ご
案
内

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
熱
中
症

ク
ー
ル
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

実
施
に
つ
い
て

厚労省

　

厚
生
労
働
省
は
、
二
月
二

十
七
日
付
で
、
令
和
六
年
五

月
か
ら
九
月
ま
で
を
実
施
期

間
と
す
る
標
記
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
概
要
を
公
表
し
た
。

　

同
省
で
は
、
労
働
災
害
防

止
団
体
な
ど
と
連
携
し
、
職

場
に
お
け
る
熱
中
症
予
防
対

策
の
一
層
の
推
進
を
図
る
た

め
、本
年
四
月
を
準
備
期
間
、

七
月
を
重
点
取
組
期
間
と
す

る
「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
熱
中
症　

ク
ー
ル
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
昨
年
度
に
引
き
続
き

実
施
す
る
。

　

な
お
、
詳
細
は
同
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ

い
。h

ttp
s
:/
/
w
w
w
.

m
h
lw
.g
o
.jp
/
s
tf/

new
page_38059.htm

l

　

厚
労
省
が
公
表
し
た
「
令

和
五
年
職
場
に
お
け
る
熱
中

症
に
よ
る
死
傷
災
害
の
発
生

状
況
（
令
和
六
年
一
月
十
一

日
時
点
速
報
値
）」
に
よ
る

と
、
死
亡
を
含
む
休
業
四
日

以
上
の
死
傷
者
は
千
四
十
五

人
、
う
ち
死
亡
者
は
二
十
八

人
と
な
っ
て
い
る
。

　

業
種
別
に
み
る
と
、
死
傷

者
数
に
つ
い
て
は
、
建
設
業

二
百
二
件
、
製
造
業
二
百
二

十
件
と
な
っ
て
お
り
、
全
体

の
約
四
割
が
こ
れ
ら
二
つ
の

業
種
で
発
生
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
死
亡
者
数
は
、
建

設
業
が
最
も
多
く
、
多
く
の

事
例
で
暑
さ
指
数
（
Ｗ
Ｂ
Ｇ

Ｔ
）
を
把
握
せ
ず
、
熱
中
症

予
防
の
た
め
の
労
働
衛
生
教

育
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
。

ま
た
、「
休
ま
せ
て
様
子
を

見
て
い
た
と
こ
ろ
容
態
が
急

変
し
た
」、「
倒
れ
て
い
る
と

こ
ろ
を
発
見
さ
れ
た
」な
ど
、

熱
中
症
発
時
・
緊
急
の
措
置

が
適
切
に
な
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
事
例
等
も
見
ら
れ
て

い
る
。

　

こ
の
た
め
同
省
で
は
、
本

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
通
じ
、
す

べ
て
の
職
場
に
お
い
て
、「
職

場
に
お
け
る
熱
中
症
予
防
基

本
対
策
要
綱
」
に
基
づ
く
基

本
的
な
熱
中
症
予
防
対
策
を

講
ず
る
よ
う
広
く
呼
び
か
け

る
と
と
も
に
、
重
点
的
な
対

策
の
徹
底
を
図
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

給
水
装
置
工
事
配
管
技
能
者

証
・
更
新
手
続
の
ご
案
内

︱
更
新
対
象
者
に
給
水
財
団

　
よ
り
案
内
発
送
︱

　
（
公
財
）
給
水
工
事
技
術

振
興
財
団
で
は
、
給
水
装
置

工
事
配
管
技
能
検
定
会
に
合

格
さ
れ
た
方
に
は
、
平
成
二

十
九
年
度
か
ら
合
格
発
表
と

と
も
に
そ
の
検
定
コ
ー
ス
の

「
給
水
装
置
工
事
配
管
技
能

者
証
」を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

本
証
は
、
財
団
が
発
行
し

て
い
た
「
給
水
装
置
工
事
配

管
技
能
者
講
習
会
修
了
者

証
」（
平
成
二
十
三
年
度
末

ま
で
）
及
び
「
給
水
装
置
工

事
配
管
技
能
検
定
合
格
者

証
」（
平
成
二
十
八
年
度
末

ま
で
）に
代
わ
る
も
の
で
す
。

平
成
二
十
九
年
度
以
降
は
お

持
ち
の
カ
ー
ド
の
更
新
・
再

発
行
の
際
に
は
、「
給
水
装

置
工
事
配
管
技
能
者
証
」
に

書
換
え
て
発
行
し
、
本
証
の

有
効
期
間
は
、
発
行
日
か
ら

五
年
で
す
。
た
だ
し
、
配
管

技
能
者
と
し
て
の
資
格
は
、

本
証
の
有
効
期
間
に
か
か
わ

ら
ず
継
続
し
ま
す
。

　

更
新
時
期
を
迎
え
た
合
格

者
証
を
お
持
ち
の
方
に
は
、

財
団
よ
り
登
録
し
て
あ
る
住

所
へ
「
更
新
申
込
書
」
を
同

封
し
て
お
送
り
し
て
い
ま

す
。
更
新
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
同
封
の
案
内
に
従
っ
て

手
続
き
の
上
、
郵
送
に
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
技
能
者

証
は
、
申
込
み
受
付
後
概
ね

二
ケ
月
後
に
郵
送
さ
れ
ま

す
。

※「
更
新
手
続
き
の
ご
案
内
」

は
、
更
新
期
日
の
概
ね
六
十

日
前
に
発
送
さ
れ
ま
す
。
住

所
変
更
等
に
よ
り
、
財
団
か

ら「
更
新
手
続
き
の
ご
案
内
」

が
届
い
て
い
な
い
方
で
、
配

管
技
能
者
証
へ
の
更
新
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、「
配
管
技

能
者
証
発
行
申
込
書
」
と
必

要
書
類
を
（
お
問
い
合
わ
せ

先
）に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
技
能
者
証（
更
新
）手

数
料
は
三
千
円（
送
料
込
み
）

で
す
。

（
お
問
合
せ
先
）

（
公
財
）
給
水
工
事
技
術
振

興
財
団　

教
務
部
教
務
課　

〒
一
六
三
―
〇
七
一
二　

東

京
都
新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目

七
番
一
号　

新
宿
第
一
生
命

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
十
二
階
、
電

話
〇
三
―
六
九
一
一
―
二
七

一
一
（
自
動
音
声
案
内
②
）、

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三
―
六
九
一
一

―
二
七
一
六
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ

h
ttp
s
:/
/
w
w
w
.

k
y
u
u
k
o
u
.o
r
.jp
/

k
e
n
te
ik
ai/sh

ik
ak
u
-

syou.htm
l

。

五
〇
〇
〇
円

（
消
費
税
・
送
料
込
）

６
、
お
問
い
合
わ
せ
先

　
（
公
財
）
日
本
環
境
整
備

教
育
セ
ン
タ
ー
国
家
試
験
担

当
（
〒
一
三
〇
―
〇
〇
二
四

　

東
京
都
墨
田
区
菊
川
二
―

二
三
―
三
、
電
話
〇
三
―
三

六
三
五
―
四
八
八
一
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジhttps://w

w
w
.

jeces.or.jp

）

　

令
和
六
年
四

月
一
日
（
月
）

～
五
月
二
十
日

（
月
）。

　

同
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
設
け
た
オ
ン

ラ
イ
ン
申
請
シ

ス
テ
ム
よ
り
申

請
し
て
く
だ
さ

い
。
受
付
期
間

以
外
の
申
請
は

受
け
付
け
ま
せ

ん
。受
験
票
は
、

六
月
十
七
日
頃

に
セ
ン
タ
ー
か

ら
申
請
者
に

メ
ー
ル
配
信
し

ま
す
。
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学　科 実　地
年度 受検者数 合格者数 合格基準 合格率 受検者数 合格者数 合格基準 合格率

令和３年度 15,827 3,792 60.0 24.0% 4,540 3,330 60.0 73.3%
第一次検定 第二次検定

令和４年度 16,839 7,231 60.0 42.9% 6,618 3,769 60.0 57.0%
令和５年度 14,990 5,628 60.0 37.5% 7,194 4,471 60.0 62.1%

学　科 実　地
年度 受検者数 合格者数 合格基準 合格率 受検者数 合格者数 合格基準 合格率

令和３年度 16,098 8,295 60.0 51.5% 8,938 6,054 60.0 67.7%
第一次検定 第二次検定

令和４年度 16,810 9,177 60.0 54.6% 8,316 4,962 60.0 59.7%
令和５年度 16,774 11,062 60.0 65.9% 10,385 8,552 60.0 82.3%

　
（
一
財
）
全
国
建
設
研
修

セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
令
和

六
年
度
管
工
事
施
工
管
理
技

術
検
定
の
実
施
日
程
は
下
記

の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
受
検
資
格
等
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（h

ttp
s://w

w
w

.

jctc.jp/

）
を
参
照
下
さ
い
。

　
　
　
　
　

記

◇
一
級

１
、
受
検
資
格

（
１
）
第
一
次
検
定

（
２
）
第
二
次
検
定

　

い
ず
れ
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
参
照
く
だ
さ
い
。

２
、
試
験
日

　

第
一
次
検
定　

令
和
六
年

九
月
一
日
（
日
）
／
合
格
発

表
日　

令
和
六
年
十
月
三
日

（
木
）。

　

第
二
次
検
定　

令
和
六
年

十
二
月
一
日
（
日
）
／
合
格

発
表
日　

令
和
七
年
三
月
五

日
（
水
）。

３
、
試
験
地

　

札
幌
、
仙
台
、
東
京
、
新

潟
、
名
古
屋
、
大
阪
、
広
島
、

高
松
、
福
岡
、
那
覇
の
十
地

区
。（
試
験
地
に
つ
い
て
は

近
郊
都
市
も
含
む
）

４
、
受
検
手
数
料  

　

第
一
次
検
定　

一
万
五
百

円
、
第
二
次
検
定　

一
万
五

百
円
。（
い
ず
れ
も
非
課
税
）

５
、
申
込
用
紙
の
販
売

　

申
込
用
紙
は
、「
第
一
次
・

第
二
次
検
定
」
と
「
第
二
次

検
定
の
み
」
の
二
種
類
が
あ

り
、
一
部
各
千
円
（
税
込
）。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
を

す
る
場
合
は
、
申
込
用
紙
を

購
入
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

※
「
第
一
次
検
定
の
み
」
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
直
接

受
検
申
込
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
申
込
用
紙
は
販
売
し
ま

せ
ん
。

６
、
申
込
受
付
期
間

（
書
面
）
令
和
六
年
五
月
七

日
（
火
）
～
五
月
二
十
一
日

（
火
）。
書
面
申
込
は
簡
易
書

留
郵
便
に
よ
る
個
人
別
申
込

で
、
締
切
日
の
消
印
の
あ
る

も
の
ま
で
有
効
で
す
。

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
令
和

六
年
五
月
七
日
（
火
）
～
五

月
二
十
一
日
（
火
）
午
後
十

一
時
五
十
九
分
。

◇
二
級

１
、
受
検
資
格

（
１
）
第
一
次
検
定

　

令
和
六
年
度
中
に
お
け
る

年
齢
が
十
七
歳
以
上
の
者
。

（
２
）
第
二
次
検
定　

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
く

だ
さ
い
。

２
、
試
験
日

（
１
）「
第
一
次
検
定（
前
期
）」

令
和
六
年
六
月
二
日
（
日
）

／
合
格
発
表
日　

令
和
六
年

七
月
二
日
（
火
）。

（
２
）「
第
一
次
検
定
（
後

期
）」、「
第
二
次
検
定
」
令

和
六
年
十
一
月
十
七
日（
日
）

／
合
格
発
表
日
「
第
一
次
検

定
（
後
期
）」
令
和
七
年
一

月
六
日
（
月
）
／
、「
第
二

次
検
定
」
令
和
七
年
三
月
五

日
（
水
）。

３
、
試
験
地

（
１
）「
第
一
次
検
定（
前
期
）」

札
幌
、
仙
台
、
東
京
、
新
潟
、

名
古
屋
、
大
阪
、
広
島
、
高

松
、
福
岡
、
那
覇
の
十
地
区
。

（
２
）「
第
一
次
検
定（
後
期
）」

札
幌
、
青
森
、
仙
台
、
宇
都

宮
、
東
京
、
新
潟
、
金
沢
、

名
古
屋
、
大
阪
、
広
島
、
高

松
、
福
岡
、
鹿
児
島
、
那
覇

の
十
四
地
区
。

（
３
）「
第
二
次
検
定
」
札
幌
、

青
森
、
仙
台
、
東
京
、
新
潟
、

金
沢
、
名
古
屋
、
大
阪
、
広

令
和
６
年
度
・
貯
水
槽
清
掃

作
業
監
督
者
講
習
会
（
新

規
・
再
）
の
ご
案
内

　
（
公
財
）日
本
建
築
衛
生
管

理
教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
令

島
、
高
松
、
福
岡
、
鹿
児
島
、

那
覇
の
十
三
地
区
。（
試
験

地
に
つ
い
て
は
近
郊
都
市
も

含
む
）。

４
、
受
検
手
数
料

　

第
一
次
検
定
・
第
二
次
検

定 

一
万
五
百
円
。

　

第
一
次
検
定 

五
千
二
百

五
十
円
。

　

第
二
次
検
定 

五
千
二
百

五
十
円
。（
い
ず
れ
も
非
課

税
）。

５
、
申
込
用
紙
の
販
売

　

申
込
用
紙
は
、「
第
一
次

検
定
・
第
二
次
検
定
」、「
第

二
次
検
定
の
み
」
の
二
種
類

管
工
事
施
工
管
理

　
　
技
術
検
定
の
ご
案
内

貯水槽清掃作業監督者　講習会　日程
（公財）日本建築衛生管理教育センター

（公財）日本建築衛生管理教育センター
貯水槽清掃作業監督者　再講習会　日程

が
あ
り
、
一
部
各
千
円
（
税

込
）。

※
「
第
一
次
検
定
の
み
」
の

申
込
用
紙
は
販
売
し
ま
せ

ん
。

６
、
申
込
受
付
期
間

（
１
）「
第
一
次
検
定（
前
期
）」

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
令
和

六
年
三
月
六
日
（
水
）
～
三

月
二
十
一
日
（
木
）
午
後
十

一
時
五
十
九
分
。
※
終
了

（
２
）「
第
一
次
検
定
・
第
二

次
検
定
」、「
第
一
次
検
定（
後

期
）」、「
第
二
次
検
定
」

（
書
面
）
令
和
六
年
七
月
九

日
（
火
）
～
令
和
六
年
七
月

二
十
三
日
（
火
）。

※
書
面
申
込
は
簡
易
書
留
郵

便
に
よ
る
個
人
別
申
込
で
、

締
切
日
の
消
印
の
あ
る
も
の

ま
で
有
効
で
す
。

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
令
和

六
年
七
月
九
日
（
火
）
～
令

和
六
年
七
月
二
十
三
日（
火
）

午
後
十
一
時
五
十
九
分
。

７
、
申
込
用
紙
の
販
売
期
間

（
郵
送
販
売
）
令
和
六
年
六

月
二
十
四
日
（
月
）
～
令
和

令和６年度

六
年
七
月
十
五
日
（
月
）

（
対
面
販
売
）
令
和
六
年
六

月
二
十
四
日
（
月
）
～
令
和

六
年
七
月
二
十
三
日
（
火
）。

◇
問
合
せ
先

　

国
土
交
通
大
臣
指
定
試
験

機
関　
（
一
財
）
全
国
建
設

研
修
セ
ン
タ
ー　

〒
一
八
七

―
八
五
四
〇　

東
京
都
小
平

市
喜
平
町
二
―
一
―
二
、
電

話
〇
四
二
―
三
〇
〇
―
六
八

五
五
（
試
験
業
務
局
管
工
事

試
験
部
管
工
事
試
験
課
）。

◇
ご
注
意

　

令
和
六
年
度
よ
り
施
工
管

理
技
術
検
定
の
受
検
資
格
が

変
わ
り
ま
す
。

　

第
二
次
検
定
は
、
新
受
検

資
格
に
変
わ
り
ま
す
が
、
令

和
六
年
度
か
ら
令
和
十
年
度

ま
で
の
五
年
間
は
制
度
改
正

に
伴
う
経
過
措
置
と
し
て
、

【
令
和
六
年
度
か
ら
の
新
受

検
資
格
】
と
【
令
和
五
年
度

ま
で
の
旧
受
検
資
格
】
の
ど

ち
ら
の
受
検
資
格
で
も
受
検

が
可
能
で
す
。

和
六
年
度
の
標
記
講
習
会
を

実
施
し
ま
す
。

　

開
催
会
場
は
別
掲
を
ご
参

照
く
だ
さ
い
（
日
程
表
は
本

面
及
び
三
月
号
六
面
の
二
回

に
分
け
て
掲
載
）。

　

な
お
、
講
習
（
新
規
・
再
）

の
実
施
概
要
は
、
三
月
号
六

面
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

◎
問
合
せ
先

（
公
財
）
日
本
建
築
衛
生
管

１級管工事施工管理技術検定　実施状況

２級管工事施工管理技術検定　実施状況

　

三
月
六
日
、
国
土
交
通
省

と
（
一
財
）
全
国
建
設
研
修

セ
ン
タ
ー
は
、
令
和
五
年
十

二
月
三
日
に
実
施
し
た
一
級

管
工
事
施
工
管
理
技
術
検
定

「
第
二
次
検
定
」及
び
、同
年

十
一
月
十
九
日
に
実
施
し
た

二
級
管
工
事
施
工
管
理
技
術

検
定
「
第
二
次
検
定
」
の
合

格
者
を
発
表
し
た
。

　

一
級
第
二
次
検
定
の
受
検

者
数
は
七
千
百
九
十
四
名
、

こ
の
う
ち
合
格
者
数
四
千
四

百
七
十
一
名
で
、
合
格
率
は

六
二
・
一
％
。

　

一
級
技
術
検
定
合
格
者
は

監
理
技
術
者
と
な
る
た
め
に

は
監
理
技
術
者
資
格
者
証
の

交
付
と
監
理
技
術
者
講
習
の

受
講
が
、
建
設
業
法
に
よ
り

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
監
理
技
術
者
資

格
証
」
を
保
有
し
「
監
理
技

術
者
講
習
」
を
受
講
し
た
一

級
の
技
術
者
は
、
建
設
業
法

第
二
十
七
条
の
二
十
三
第
三

項
に
よ
り
経
営
事
項
審
査
で

一
点
加
算
評
価
さ
れ
ま
す
。

　

一
級
第
二
次
検
定
の
合
格

者
の
内
訳
は
次
の
と
お
り
。

１
、
試
験
地
別　

東
京
三

八
・
三
％
、大
阪
一
六
・
九
％
、

名
古
屋
一
二
・
〇
％
、
福
岡

一
〇
・
七
％
等
。

２
、
勤
務
先
別

　

大
臣
許
可
管
三
六
・
四
％
、

知
事
許
可
管
三
五
・
七
％
等
。

３
、
年
齢
別

　

三
十
歳
～
三
十
四
歳
一

九
・
七
％
、
二
十
九
歳
以
下

一
七
・
八
％
、
三
十
五
歳
～

三
十
九
歳
一
五
・
三
％
等
。

４
、
男
女
別　

男
性
九
三
・

三
％
、
女
性
六
・
七
％
。

　

二
級
第
二
次
検
定
受
検
者

数
一
万
三
百
八
十
五
名
、
合

格
者
数
八
千
五
百
五
十
二
名

で
、
合
格
率
は
八
二
・
三
％
。

　
「
第
一
次
検
定
・
第
二
次

検
定
」
同
時
受
検
者
の
う
ち

第
一
次
検
定
に
合
格
し
第
二

次
検
定
を
受
検
し
た
受
検
者

数
五
千
四
名
、
合
格
者
数
三

千
九
百
八
十
名
で
、
合
格
率

は
七
九
・
五
％
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
第
二
次
検
定
の
み

受
検
者
数
五
千
三
百
八
十
一

名
、
合
格
者
数
四
千
五
百
七

十
二
名
で
、
合
格
率
八
五
・

〇
％
と
な
っ
た
。

　

合
格
者
八
千
五
百
五
十
二

名
の
内
訳
は
以
下
の
と
お
り

と
な
っ
て
い
る
。

１
、試
験
地
別　

東
京
三
四
・

二
％
、
大
阪
一
三
・
九
％
、

名
古
屋
一
〇
・
九
％
、
福
岡

九
・
七
％
等
。

２
、
勤
務
先
別

　

知
事
許
可
管
四
一
・
五
％
、

大
臣
許
可
管
二
六
・
七
％
、

知
事
許
可
そ
の
他
一
〇
・

六
％
等
。

３
、
年
齢
別

　

二
十
五
歳
～
二
十
九
歳
二

一
・
二
％
、
三
十
歳
〜
三
十

四
歳
一
六
・
二
％
、
三
十
五

歳
～
三
十
九
歳
一
三
・
七
％

等
。

４
、
男
女
別　

男
性
九
一
・

五
％
、
女
性
八
・
五
％
。

１
級
第
二
次
検
定
合
格
率
62
・
１
％

２
級
第
二
次
検
定
合
格
率
82
・
３
％

管
工
事
施
工
管
理
技
術
検
定

令和５年度

理
教
育
セ
ン
タ
ー
（
電
話
〇

三
︱
三
二
一
四
︱
四
六
二

四
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
―
三
二
一

四
―
八
六
八
八
、https://

w
w

w
.jahm

ec.or.jp

）。

募集人員 講　習　期　間 講　習　会　場 受　付　期　間

１００名
令和７年
自　１月１４日（火）
至　１月１５日（水）

阪急千里中央ビル９階
大阪府豊中市新千里東町１－４－１

自　１１月２１日（木）
至　１１月２７日（水）

１００名
自　２月２７日（木）
至　２月２８日（金） ワイム貸会議室高田馬場

東京都新宿区高田馬場1－29－9
TDビル3F

令和７年
自　１月９日（木）
至　１月１６日（木）１００名

自　３月６日（木）
至　３月７日（金）

募集人員 講　習　期　間 講　習　会　場 受　付　期　間

１００名
令和７年
自　３月１１日（火）
至　３月１４日（金）

阪急千里中央ビル９階
大阪府豊中市新千里東町１－４－１

令和７年
自　１月１６日（木）
至　１月２２日（水）

１００名
自　３月２４日（月）
至　３月２７日（木）

三田国際ビル１階
東京都港区三田１－４－２８

自　１月２９日（水）
至　２月４日（火）

注意事項
１．受付期間途中でも定員に達し次第締め切ります。
　　また、申込状況により当センターで調整のうえ受講者を決定する場合があります。
２．書類不備者に対しては、受付初日に定員を上まわる等、定員を調整する場合には受理されません。
３．受付開始日より前に到着した申込みは返送いたします。
　　ただし、受付開始日前日に到着した場合は、返送せずに２日目に到着した扱いといたします。
４．受講決定の通知はカリキュラム・受講料振込用紙等と共に、講習会開講日の３週間前頃に郵送致します。
５．講習会申込を取り消す場合は、当センターまで必ず申込者ご本人が電話にて連絡ください。
　　なお、受講決定通知郵送後に受講をキャンセルした場合は、キャンセル料1,700円を頂くこととなります
　　のでご了承ください。



春の新技術・新製品のご案内春の新技術・新製品のご案内

プランI プランII

自己負担額 身体賠償 10万円 0円
財物賠償 10万円 ３万円

工事中の事故 身体賠償 　　　　　１名　２億円
　　　　１事故　５億円

財物賠償 　　　　１事故　１億円

工事完成後の事故 身体賠償 　　　　　１名　２億円
１事故・期間中　５億円

財物賠償 １事故・期間中　１億円

施設の所有・使用・
管理に起因する事故

身体賠償 　　　　　１名　２億円
　　　　１事故　５億円

財物賠償 　　　　１事故　１億円
自動セットしている

主な特約
【請　賠】�交差責任担保追加条項（Both-Way）、作業対象物担保追加条項
【施設賠】漏水担保追加条項

年額掛金

完成工事高　5,000万 79,200円 139,200円
完成工事高　１億 157,200円 258,000円
完成工事高　２億 314,400円 516,000円
完成工事高　５億 756,000円 852,000円

６２０２４年（令和６年）4月１日（月曜日） 全 管 連 ニ ュ ー ス （第三種郵便物認可） 第７９１号 （　）

全管連所属員企業の皆さまをサポートする

のご案内の管工事賠償補償制度
（賠償責任保険）

標準プラン141,960円 充実プラン271,920円完成工事高
2億円の場合

地盤崩壊危険補償特約地オプションオオオオNEWNEW

充実プラン（45度免責無プラン）（シールド工法以外）

補償対象 補償対象補償対象
掘削予定深度を水平に置きかえた距離

地面 45° 45°

掘削予定深度 掘削予定深度

（45度免責有プラン）（シールド工法以外）

補償対象 補償対象補償対象外
掘削予定深度を水平に置きかえた距離

地面 45° 45°

× ×

掘削予定深度 掘削予定深度

地盤崩壊に起因する損害賠償責任も補償！

標準プラン

試算条件  標準プラン : 1事故2千万円・保険期間中4千万円(自己負担額1事故5万円)   充実プラン : 1事故・保険期間中2千万円(自己負担額1事故5万円)

標準プランから

補償対象を拡大
したプランです！！

加入者の事務所・常設
資材置き場等の管理・
運営不備により発生し
た第三者への賠償事故

加入者の事務所・常設
資材置き場等の管理・
運営不備により発生し
た第三者への賠償事故

給配水管の新規設置工事、完成工事高 ２億円

年間掛金約32万円 ◎プランⅡ（自己負担額３万円プラン）も
　選択可能です。
◎掛金に制度運営費が含まれています。

工事中はもちろん、工事完成引渡後のリスクも
まとめて補償します！

工事中はもちろん、工事完成引渡後のリスクも
まとめて補償します！

オプション
年間掛金

（2023年11月始期契約から導入）

工事遂行中に発生した
第三者への賠償事故

補償内容

年間保険料 約214万円

工事完成物件の欠陥
に起因して発生した
第三者への賠償事故

●施設等に関連する賠償事故
　（施設所有管理者賠償）
●施設等に関連する賠償事故
　（施設所有管理者賠償）

●工事中の賠償事故
　（請負業者賠償）

●工事完成引き渡し後の
　賠償事故
　（生産物賠償）

本制度の掛金例

損保ジャパンの汎用商品保険料

試算条件

身体賠償
財物賠償
主な特約

※管工事賠償補償制度の加入タイプは
　プランⅠ（自己負担額10万円プラン）です。　

１名につき２億円 １事故につき５億円（10万円）
１事故につき１億円（10万円）
交差責任担保追加条項（Both-Way）
作業対象物担保追加条項、漏水担保追加条項

保険期間  １年間
保険金額（自己負担額）

本制度に関する
お問い合わせ

〒160-8338  東京都新宿区西新宿1-26-1
TEL.03-3349-3820  FAX.03-6388-0157

営業開発部第三課
〒104-0041  東京都中央区新富町新富2-4-5
ニュー新富ビル8F
TEL.03-3553-8552  FAX.03-3553-8553
受付時間：平日/午前9時15分～午後5時15分　

株式会社ウーベル保険事務所
引 受
保険会社

取扱幹事
代 理 店

SJ23-06382（2023.8.21）

　

本
制
度
は
、
全
管
連
会
員

の
皆
さ
ま
が
業
務
中
ま
た
は

工
事
完
成
後
に
発
生
し
た
賠

償
事
故
を
包
括
的
に
補
償
す

る
事
が
で
き
る
保
険
制
度
で

す
。
そ
し
て
、
全
管
連
の
ス

ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し

た
低
廉
な
掛
金
水
準
に
な
っ

て
い
ま
す
。
全
管
連
会
員
企

業
の
安
定
経
営
に
貢
献
で
き

る
制
度
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

加
入
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご

案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

【
ト
ピ
ッ
ク
】

　

二
〇
二
三
年
十
一
月
の
制

度
更
新
に
あ
わ
せ
て
、
オ
プ

シ
ョ
ン
と
し
て
、
『
地
盤
崩

壊
危
険
補
償
特
約
』
を
追
加

導
入
し
て
ま
す
。

　

基
本
契
約
で
補
償
対
象
外

と
な
る
地
下
工
事
、
基
礎
工

事
、
掘
削
工
事
に
伴
う
地
盤

崩
壊
に
よ
る
賠
償
事
故
を
補

償
し
ま
す
。

「
対
象
と
な
る
主
な
工
事
」

　

ビ
ル
工
事
・
機
械
、
装

置
、
鋼
構
造
物
の
据
付
ま
た

は
組
立
工
事
・
道
路
工
事
・

鉄
道
工
事
・
上
下
水
道
工
事

な
ど

「
対
象
と
な
ら
な
い
工
事
」

　

ダ
ム
工
事
・
砂
防
工
事
・

海
岸
工
事
・
港
湾
工
事
・
沈

埋
ト
ン
ネ
ル
工
事
・
埋
立
工

事「
加
入
方
法
」

　

本
特
約
は
『
年
間
契
約
方

式
』
と
『
短
期
契
約
方
式
』

の
二
パ
タ
ー
ン
か
ら
お
選
び

い
た
だ
き
ま
す
。

　

詳
細
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
商
品
の
概
要
】

（
１
）
掛
金

　

完
成
工
事
高
二
億
円
の
場

合
、
プ
ラ
ン
１
（
自
己
負
担

額
十
万
円
プ
ラ
ン
）
は
、
年

間
約
三
十
二
万
円
で
加
入
で

き
ま
す
。

（
２
）
掛
金
計
算
方
法

　

掛
金
算
出
基
礎
は
年
間
完

賠
償
三
万
円
プ
ラ
ン
ま
た
は

身
体
賠
償
・
財
物
賠
償
そ
れ

ぞ
れ
十
万
円
プ
ラ
ン
を
お
選

び
い
た
だ
け
ま
す
。

※
そ
の
他
、
詳
細
は
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

補
償
内
容
・
掛
金
や
制
度
に

関
す
る
お
問
合
せ
・
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
請
求
・
お
見
積
り
依

頼
・
商
品
内
容
の
説
明
会
実

施
等
の
お
問
い
合
わ
せ

　

損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン

（
株
）
営
業
開
発
部
第
三
課

（
〇
三
︱
三
三
四
九
︱
三
八

二
〇
）
平
日
九
時
～
十
七
時

（
株
）
ウ
ー
ベ
ル
保
険
事
務

所
（
幹
事
代
理
店
）
（
〇
一

二
〇
︱
〇
二
六
︱
〇
〇
五
）

平
日
九
時
十
五
分
～
十
七
時

全管連・管工事賠償補償制度

成
工
事
高
（
百

万
円
単
位
）
と

な
り
ま
す
。

（
３
）
補
償
内

容①
補
償
額
：
身

体
賠
償
（
一
事

故
あ
た
り
）
五

億
円
、
財
物
賠

償
（
一
事
故
あ

た
り
）
一
億
円

②
工
事
完
成
・

引
渡
し
後
の
補

償
は
、
保
険
開

始
前
の
工
事
が

原
因
で
あ
っ
て

も
保
険
期
間
中

に
発
生
し
た
事

故
で
あ
れ
ば
補

償
い
た
し
ま

す
。
（
引
渡
し

後
の
補
償
期
間

は
無
制
限
で

す
）

（
４
）
自
己
負

担
額

　

自
己
負
担
額

を
二
タ
イ
プ
ご

用
意
い
た
し
ま

す
。
身
体
賠
償

〇
万
円
・
財
物

全管連

商
品
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン（
株
）

営
業
開
発
部
第
三
課　ま
た
は
㈱
ウ
ー
ベ
ル
保
険
事
務
所
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎「
地
盤
崩
壊
危
険
補
償
特
約
」
を
オ
プ
シ
ョ
ン
導
入 

◎
低
廉
な
価
格
で
、
安
全
確
保
・
安
心
経
営
を
サ
ポ
ー
ト

◎
毎
月
１
日
補
償
開
始
に
て
中
途
加
入
も
随
時
募
集
中
！



　
（
公
社
）
日
本
水
道
協
会

は
、
令
和
六
年
度
全
国
会
議

本
水
道
協
会
運
営
会
議
委
員

の
選
任
、
③
会
員
提
出
問
題

の
討
議
）

４
、
研
究
発
表
の
部
門

　

①
事
務
部
門
、
②
計
画
部

門
、
③
水
源
・
取
水
部
門
、

④
浄
水
部
門
、
⑤
導
・
送
・

配
水
部
門
、
⑥
給
水
装
置
部

門
、
⑦
機
械
・
電
気
・
計
装

部
門
、
⑧
水
質
部
門
、
⑨
リ

ス
ク
管
理
・
災
害
対
策
部
門
、

⑩
英
語
部
門

５
、
水
道
展

　
（
一
社
）
日
本
水
道
工
業

団
体
連
合
会
が
主
催
す
る
水

道
展
が
、
神
戸
国
際
展
示
場

（
神
戸
市
中
央
区
港
島
中
町

六
―
一
一
―
一
）
に
お
い
て

十
月
九
日
（
水
）
～
十
一
日

（
金
）
の
三
日
間
に
わ
た
り

開
催
さ
れ
る
。入
場
は
無
料
。 　

な
お
全
管
連
で
は
、
本
水

道
展
に
、
神
戸
市
管
工
事
業

協
同
組
合
（
理
事
長
・
髙
井

豊
司
氏
）
の
協
力
を
頂
き
、

出
展
す
る
予
定
。

６
、
お
問
い
合
わ
せ

①
全
国
会
議
（
公
社
）
日
本

水
道
協
会
、
電
話
〇
三
―
三

二
六
四
―
二
二
八
一

②
水
道
展
（
一
社
）
日
本
水

道
工
業
団
体
連
合
会
、
電
話

〇
三
―
三
二
六
四
―
一
六
五

四
。

建
設
企
業
へ
の
経
営
支
援
等

に
つ
い
て　
　

国
土
交
通
省

～
地
域
建
設
業
経
営
強
化
融

資
制
度
の
期
限
は
令
和
８
年

３
月
31
日
ま
で
で
す
～

　

国
土
交
通
省
で
は
、中
小
・

第
29
回
「
豊
か
で
住
み
よ
い

国
づ
く
り
」
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
を
実
施　

国
土
交
通
省

　

国
土
交
通
省
は
、
令
和
六

年
度
も
「
国
土
交
通
Ｄ
ａ
ｙ

（
七
月
十
六
日
）」
の
行
事
の

一
環
と
し
て
、
国
民
の
生
活

に
深
い
か
か
わ
り
を
持
つ
国

土
交
通
行
政
の
意
義
や
重
要

性
を
一
人
で
も
多
く
の
方
々

に
理
解
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
全
国
各
地
で
実
施
し
て

い
る
国
土
交
通
諸
事
業
の
身

近
な
事
例
を
、
広
く
一
般
の

方
々
の
目
を
通
し
て
と
ら
え

た
標
記
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

を
実
施
し
ま
す
。

　

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://cprahp.com
/

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

①
応
募
資
格　

制
限
無
し
。

②
テ
ー
マ　
「
豊
か
で
住
み

よ
い
国
づ
く
り
」
︱
人
が
動

く
、
国
土
が
躍
動
す
る
︱
等

③
応
募
サ
イ
ズ
等　

カ
ラ

ー
・
モ
ノ
ク
ロ
プ
リ
ン
ト
、

キ
ャ
ビ
ネ
（
二
Ｌ
可
）
〜
四

つ
切
り
（
ワ
イ
ド
・
Ａ
四
・

Ｂ
四
版
可
）

④
応
募
締
切　

令
和
六
年
五

月
三
十
一
日
（
金
）
当
日
消

印
有
効
。

⑤
入
賞
発
表　

毎
年
七
月
十

六
日
の「
国
土
交
通
Ｄ
ａ
ｙ
」

に
あ
わ
せ
て
入
賞
者
を
発

表
。
入
賞
者
に
は
、
郵
送
に

よ
り
通
知
す
る
と
と
も
に
、

建
設
広
報
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
に
発
表
し
ま
す
。

⑥
賞
（
賞
状
・
賞
金
等
）

最
優
秀
賞
（
国
土
交
通
大
臣

賞
）
一
点　

賞
状
、賞
金
（
十

五
万
円
）。

優
秀
賞
（
国
土
交
通
事
務
次

官
賞
）
一
点　

賞
状
、
賞
金

（
五
万
円
）
等
。

⑦
応
募
上
の
注
意
（
抜
粋
）

・
応
募
作
品
数
は
一
人
三
点

以
内
（
た
だ
し
、、
ス
ト
ー

リ
ー
性
の
あ
る
組
写
真
は
一

点
五
枚
以
内
）

・
未
発
表
（
ほ
か
の
写
真
コ

ン
ク
ー
ル
に
応
募
、
ま
た
は

印
刷
物
に
使
用
し
た
こ
と
の

な
い
作
品
）
の
自
作
品
に
限

り
ま
す
。

⑧
応
募
及
び
問
い
合
わ
せ　

（
一
社
）
建
設
広
報
協
会
フ

ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
係
（
電
話

〇
三
―
三
二
六
四
―
五
五
〇

一
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
―
三
二
六

四
―
五
五
〇
三
）。

令
和
５
年
の
東
京
水
道
展
で
の

全
管
連
ブ
ー
ス

全
管
連
Ｏ
Ｂ
会
が
発
足

設
立
総
会
を
開
催

︱
初
代
代
表
世
話
人

�

渡
辺　

皓
氏
に
決
定
︱

　

本
会
退
任
役
員
の
有
志
で

構
成
す
る
全
管
連
Ｏ
Ｂ
会
が

発
足
し
、
三
月
十
三
日
に
埼

玉
県
さ
い
た
ま
市
で
設
立
総

会
（
第
一
回
例
会
）
が
開
か

れ
た
。

　

設
立
総
会
に
は
大
澤
規
郎

名
誉
会
長
、
渡
辺　

皓
相
談

役
、
藤
川
幸
造
会
長
、
中
川

　

悟
理
事
、
粕
谷
明
博
専
務

中
堅
建
設
企
業
が
、
公
共
工

事
等
の
発
注
者
に
対
し
て
有

す
る
工
事
請
負
代
金
債
権
を

担
保
に
事
業
協
同
組
合
等
又

は
一
定
の
民
間
事
業
者
か
ら

出
来
高
に
応
じ
て
融
資
を
受

け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
保
証

事
業
会
社
の
保
証
に
よ
り
、

工
事
の
出
来
高
を
超
え
る
部

分
に
つ
い
て
も
金
融
機
関
か

ら
融
資
を
受
け
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
地
域
建
設
業
経
営

強
化
融
資
制
度
を
平
成
二
十

年
十
一
月
四
日
よ
り
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
の
特
徴
は
、
請

負
金
額
か
ら
前
払
金
等
を
差

し
引
い
た
金
額
の
範
囲
内
で

融
資
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に

あ
り
ま
す
。
本
制
度
の
利
用

に
当
た
っ
て
は
、
公
共
工
事

等
の
発
注
者
が
工
事
請
負
代

金
債
権
の
譲
渡
を
承
諾
し
て

い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

詳
細
は
同
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
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〈
制
度
の
概
要
〉

●
受
注
し
た
公
共
工
事
の
出

来
高
が
五
割
に
達
し
た
場

合
、
出
来
高
に
応
じ
て
融
資

を
受
け
ら
れ
ま
す
（
複
数
回

利
用
可
）。

●
未
完
成
部
分
の
施
工
に
要

す
る
資
金
に
つ
い
て
は
、
前

払
金
の
支
払
を
受
け
て
い
る

場
合
、
保
証
事
業
会
社
の
金

融
保
証
に
よ
り
融
資
を
受
け

や
す
く
な
り
ま
す
。

●
公
共
性
の
あ
る
民
間
工
事

を
受
注
し
た
場
合
や
東
日
本

大
震
災
の
被
災
地
域
に
お
け

る
災
害
廃
棄
物
の
撤
去
等

（
が
れ
き
の
処
理
等
）
を
受

注
し
た
場
合
も
対
象
と
な
り

ま
す
。

理
事
の
ほ
か
、
全
国
か
ら
十

九
名
の
Ｏ
Ｂ
が
出
席
。
議
長

に
は
岩
野
隆
一
氏
（
元
全
管

連
総
務
部
長
）が
就
任
し
、

会
則
、
事
業
計
画
・
事
業
予

算
等
が
満
場
一
致
で
承
認
さ

れ
た
。

　

な
お
、
初
代
代
表
世
話
人

に
は
渡
辺　

皓
氏
（
現
相
談

役
）
に
決
定
し
た
。

　

引
き
続
き
行
わ
れ
た
懇
親

会
で
は
、
久
し
ぶ
り
の
再
会

を
喜
び
昔
話
に
花
を
咲
か
せ

る
光
景
が
見
受
け
ら
れ
た
。

施
工
管
理
の
仕
事
内
容
や
魅

力
を
紹
介
す
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
を
作
成 

︱
全
国
の
建
設
系
工
業
高
校

等
４
５
０
校
へ
配
布
︱

　
（
一
財
）
地
域
開
発
研
究

所
は
、
若
年
層
に
対
し
て
、

建
設
業
へ
の
入
職
と
、
施
工

管
理
技
術
検
定
の
受
検
の
促

進
に
役
立
て
る
よ
う
施
工
管

理
の
仕
事
を
紹
介
す
る
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
、建
築
・

土
木
・
設
備
系
学
科
の
あ
る

全
国
の
工
業
高
校
等
約
四
百

五
十
校
に
配
布
し
た
。
同
会

で
は
前
年
度
に
実
施
さ
れ
た

二
級
施
工
管
理
（
第
一
次
検

定
）
の
試
験
問
題
解
説
を
無

償
提
供
す
る
等
、
教
育
機
関

に
お
け
る
学
生
の
資
格
取
得

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
き
た
。

　

施
工
管
理
の
仕
事
の
紹
介

と
し
て
、
実
際
に
現
場
で
働

く
方
々
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や

仕
事
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

等
を
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
、
図

解
を
多
用
し
、
オ
ー
ル
カ
ラ

ー
十
二
頁
に
わ
た
っ
て
分
か

り
や
す
く
紹
介
し
て
い
る
。

本
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

は
同
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
閲
覧
可

能
。h
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w
w
w
.ias.or.jp/ 

info/sekokan-

guidebook

を
下
記
の
通
り
兵
庫
県
神
戸

市
で
開
催
す
る
。

１
、
日
程

　

十
月
九
日（
水
）

～
十
一
日
（
金
）

２
、
主
会
場

　

神
戸
国
際
展
示

場
（
神
戸
市
中
央

区
港
島
中
町
六
―

一
一
―
一
）

３
、内
容
（
予
定
）

　

第
百
五
回
総
会

（
①
公
益
社
団
法

人
日
本
水
道
協
会

役
員
の
選
任
、
②

公
益
社
団
法
人
日

渡
辺　

皓
氏
（
現
相
談
役
）
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４
日　

建
築
・
設
備
施
工
管

理
Ｃ
Ｐ
Ｄ
制
度
運
営
委
員
会

（
第
十
三
回
）・
プ
ロ
グ
ラ
ム
審

査
会
（
第
十
三
回
）
合
同
会

議
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
）
が
午
後
三
時
よ

り
行
わ
れ
、
運
営
委
員
会
に
上

田
局
長
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
審
査

会
に
金
子
達
之
輔
氏
が
出
席
し

た
。５

日　
（
一
社
）
建
設
技
能

人
材
機
構
の
事
業
部
情
報
共
有

会（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
）が
五
日
、十
二
日
、

十
九
日
、
二
十
六
日
の
午
前
九

時
三
十
分
よ
り
行
わ
れ
、
仲
村

主
任
が
出
席
し
た
。

８
日　

厚
生
労
働
省
に
よ
る

ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
に
関
す
る

説
明
会
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
）
が
午
前
十

時
よ
り
行
わ
れ
、
仲
村
主
任
が

出
席
し
た
。

同
日　
（
一
社
）
日
本
水

道
工
業
団
体
連
合
会
の
第

百
七
十
六
回
理
事
会
が
午
後
二

時
よ
り
、
東
京
都
新
宿
区
の
ホ

テ
ル
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
に

て
行
わ
れ
、
粕
谷
専
務
が
出
席

し
た
。

12
日　
（
公
社
）
日
本
水
道

協
会
の
第
四
十
九
回
認
証
制
度

運
営
委
員
会
が
午
前
十
時
よ

り
、
東
京
都
千
代
田
区
の
同
会

に
て
行
わ
れ
、
粕
谷
専
務
が
出

席
し
た
。

同
日　

東
京
都
千
代
田
区
の

国
土
交
通
省
に
て
、
午
後
二
時

三
十
分
よ
り
藤
川
会
長
、
臼
倉

筆
頭
副
会
長
、
高
原
理
事
・
中

国
ブ
ロ
ッ
ク
長
（
広
島
県
連
理

事
長
）、
大
方
（
一
社
）
広
島

県
管
工
事
業
協
会
会
長
、
小
田

広
島
市
管
工
事
業
協
同
組
合
理

事
長
、
粕
谷
専
務
、
上
田
局
長

が
斉
藤
大
臣
を
表
敬
訪
問
し

た
。13

日　

全
管
連
Ｏ
Ｂ
会
設
立

総
会
（
第
一
回
例
会
）
が
午
後

五
時
よ
り
、
埼
玉
県
さ
い
た
ま

市
の
大
宮
料
亭　

一
の
家
に
て

行
わ
れ
、
歴
代
Ｏ
Ｂ
諸
氏
の
ほ

か
、
大
澤
名
誉
会
長
、
渡
辺
相

談
役
、
藤
川
会
長
、
中
川
理
事
、

粕
谷
専
務
、
松
本
調
査
役
、
依

田
主
任
、
小
島
職
員
が
出
席
し

た
。14

日　
（
公
財
）
給
水
工
事

技
術
振
興
財
団
の
第
二
十
七
回

評
議
員
会
が
午
後
二
時
よ
り
、

東
京
都
新
宿
区
の
同
財
団
及
び

Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
に
て
行
わ
れ
、
佐

藤
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
長
、
穂
刈

副
会
長
、
髙
橋
前
副
会
長
が
Ｗ

Ｅ
Ｂ
出
席
し
た
。

19
日　
（
一
財
）
全
国
建
設

研
修
セ
ン
タ
ー
の
第
三
十
三
回

評
議
員
会
が
午
前
十
時
三
十
分

よ
り
、
東
京
都
千
代
田
区
の
同

セ
ン
タ
ー
永
田
町
会
議
所
に
て

行
わ
れ
、
五
十
嵐
広
報
担
当
副

会
長
が
出
席
し
た
。

同
日　

第
三
十
二
回
技
能
グ

ラ
ン
プ
リ
競
技
委
員
会
第
九
回

「
配
管
分
科
会
」
が
午
後
二
時

よ
り
、
東
京
都
豊
島
区
の
全
管

連
会
館
に
て
行
わ
れ
、
渡
邉
弘

幸
氏
、
依
田
主
任
、
仲
村
主
任

が
出
席
し
た
。

同
日　
（
一
社
）
日
本
水
道

工
業
団
体
連
合
会
の
第
八
十
五

回
団
体
連
絡
会
議
が
午
後
四
時

よ
り
、
東
京
都
千
代
田
区
の
同

会
に
て
行
わ
れ
、
鈴
木
課
長
が

出
席
し
た
。

21
日　
（
公
財
）
日
本
環
境

整
備
教
育
セ
ン
タ
ー
の
令
和
五

年
度
浄
化
槽
設
備
士
試
験 

試

験
委
員
会
（
第
二
回
）
が
午
前

十
時
よ
り
、
東
京
都
墨
田
区
の

同
セ
ン
タ
ー
に
て
行
わ
れ
、
粕

谷
専
務
が
出
席
し
た
。　

22
日　
（
公
社
）
日
本
水
道

協
会
に
よ
る
「
情
報
発
信
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」
が
午
後

一
時
十
五
分
よ
り
、
東
京
都
千

代
田
区
の
同
会
に
て
行
わ
れ
、

鈴
木
課
長
、
松
本
調
査
役
が
出

席
し
た
。

26
日　
（
一
財
）
建
設
業
振

興
基
金
の
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
シ
ス
テ
ム
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化

に
係
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
説
明
会
が
午
後

四
時
よ
り
行
わ
れ
、
松
本
調
査

役
が
出
席
し
た
。

29
日　

未
来
創
造
検
討
委
員

会
の
藤
原
委
員
長
と
の
打
合
せ

が
午
前
十
時
三
十
分
よ
り
、
東

京
都
豊
島
区
の
全
管
連
会
館
に

て
行
わ
れ
、
粕
谷
専
務
、
上
田

局
長
、
鈴
木
課
長
、
松
本
調
査

役
、
吉
田
職
員
が
出
席
し
た
。

同
日　

ス
テ
ン
レ
ス
埋
設
配

管
協
議
会
と
の
メ
ー
タ
ー
ユ

ニ
ッ
ト
の
漏
水
事
例
に
係
る
打

合
せ
が
午
後
一
時
よ
り
、
東
京

都
豊
島
区
の
全
管
連
会
館
に
て

行
わ
れ
、
粕
谷
専
務
、
松
本
調

査
役
、仲
村
主
任
が
出
席
し
た
。

令
和
６
年
度
全
国
会
議

10
月
に
神
戸
市
で
開
催
へ

日水協
全
管
連
の
う
ご
き

３月
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